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Ⅰ 調査の概要 

１－１ 調査の目的 

 この調査は、南伊勢町における人権施策や男女共同参画に関する町民の意見を把握し、南伊勢町

人権施策基本方針および男女共同参画基本計画改定の基礎資料とすることを目的に実施した。 

 

１－2 調査の設計 

 本調査は、下記の設計で実施した。 

 

対象者 町内在住の 18 歳以上の町民 

抽出方法 単純無作為抽出 

調査方法 郵送による調査票配布、郵送また Web による回収 

調査期間 令和 4 年 11 月 21 日～令和 4 年 12 月 2 日 

 

１－３ 回収結果 

配布数 1,500 件 

有効回収数 464 件 

回収内訳 郵送回収：429 件 Web 回収：35 件 

回収率 30.9% 

 

１－４ 報告書の見方 

１ 比率はすべてパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出した。そのためパーセン

トの合計が 100％にならないことがある。 

２ 基数となるべき実数は、「件数（ｎ）」として掲載した。比率は、この件数を 100％として算出し

ており、集計表の上段は実数、下段は％となっている。 

３ 複数回答が可能な質問では、比率算出の基数は回答者数（票数）とし、その項目を選び○印をつ

けた人が全体からみて何％なのかという見方をした。そのため、各項目の比率の合計は 100％を超

える場合がある。 

４ 本報告書の表の見出し及び文章中での回答選択肢の表現は、趣旨が変わらない程度に簡略化して

掲載している場合がある。 
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Ⅱ 調査結果 

１ 男女の地位の平等について 

 

  

男女の地位の平等については、家庭や法律や制度で「男性も女性も平等である」の割合が高くなっ

ているが、政治の場や社会全体では割合が低くなっている。学校では、「男性も女性も平等である」

の割合が 39.2%と最も高くなっている。 

 

 

 

 

  

問 1.あなたは次にあげる A～H の分野において男女の地位が平等になっていると思いますか（A

～H のそれぞれについて〇は 1 つずつ） 
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法律や制度で

政治の場で

社会全体で

男性のほうが非常に優遇されている どちらかといえば男性のほうが優遇されている

男性も女性も平等である どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが非常に優遇されている わからない

無回答
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男女別では、法律や制度で、男性は「男性も女性も平等である」が高く、女性では「どちらかと言

えば男性のほうが優遇されている」で高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性

 件

数

男

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

男

性

も

女

性

も

平

等

で

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

家庭で    167      6     73     58     17      1      4      8

  100.0    3.6   43.7   34.7   10.2    0.6    2.4    4.8

職場で    167     11     76     43      8      -     10     19

  100.0    6.6   45.5   25.7    4.8      -    6.0   11.4

学校で    167      4     17     82      6      1     31     26

  100.0    2.4   10.2   49.1    3.6    0.6   18.6   15.6

地域で    167     11     69     51      7      2     14     13

  100.0    6.6   41.3   30.5    4.2    1.2    8.4    7.8

風潮などで    167     14     65     35      7      5     23     18

  100.0    8.4   38.9   21.0    4.2    3.0   13.8   10.8

法律や制度で    167      6     54     66      6      3     17     15

  100.0    3.6   32.3   39.5    3.6    1.8   10.2    9.0

政治の場で    167     33     75     28      2      1     16     12

  100.0   19.8   44.9   16.8    1.2    0.6    9.6    7.2

社会全体で    167     12     98     27      3      2     13     12

  100.0    7.2   58.7   16.2    1.8    1.2    7.8    7.2

上段：実数　下段：割合

女性

 件

数

男

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

男

性

も

女

性

も

平

等

で

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

家庭で    255     30    105     80      6      1     10     23

  100.0   11.8   41.2   31.4    2.4    0.4    3.9    9.0

職場で    255     27     83     55      4      1     44     41

  100.0   10.6   32.5   21.6    1.6    0.4   17.3   16.1

学校で    255      7     33     87      1      1     78     48

  100.0    2.7   12.9   34.1    0.4    0.4   30.6   18.8

地域で    255     32    101     54      7      -     27     34

  100.0   12.5   39.6   21.2    2.7      -   10.6   13.3

風潮などで    255     33     96     33      3      2     40     48

  100.0   12.9   37.6   12.9    1.2    0.8   15.7   18.8

法律や制度で    255     21     93     56      5      -     41     39

  100.0    8.2   36.5   22.0    2.0      -   16.1   15.3

政治の場で    255     64     96     32      1      -     29     33

  100.0   25.1   37.6   12.5    0.4      -   11.4   12.9

社会全体で    255     44    113     36      4      -     28     30

  100.0   17.3   44.3   14.1    1.6      -   11.0   11.8

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、30 歳代は政治の場を除く項目で「男性も女性も平等である」、40 歳代、50 歳代、

60 歳代は学校を除く項目で「どちらかといえば男性のほうが優遇されている」が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

男

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

男

性

も

女

性

も

平

等

で

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

家庭で     12      1      5      4      1      -      1      -

  100.0    8.3   41.7   33.3    8.3      -    8.3      -

職場で     12      1      1      5      2      -      2      1

  100.0    8.3    8.3   41.7   16.7      -   16.7    8.3

学校で     12      1      -      5      1      -      5      -

  100.0    8.3      -   41.7    8.3      -   41.7      -

地域で     12      2      -      4      1      -      5      -

  100.0   16.7      -   33.3    8.3      -   41.7      -

風潮などで     12      2      4      1      1      -      4      -

  100.0   16.7   33.3    8.3    8.3      -   33.3      -

法律や制度で     12      2      2      3      1      -      4      -

  100.0   16.7   16.7   25.0    8.3      -   33.3      -

政治の場で     12      3      3      2      -      1      3      -

  100.0   25.0   25.0   16.7      -    8.3   25.0      -

社会全体で     12      2      5      1      1      -      3      -

  100.0   16.7   41.7    8.3    8.3      -   25.0      -

30歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

男

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

男

性

も

女

性

も

平

等

で

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

家庭で     21      -      8     10      1      -      2      -

  100.0      -   38.1   47.6    4.8      -    9.5      -

職場で     21      3      7      8      -      -      3      -

  100.0   14.3   33.3   38.1      -      -   14.3      -

学校で     21      1      -     10      -      -      9      1

  100.0    4.8      -   47.6      -      -   42.9    4.8

地域で     21      2      4     10      -      -      5      -

  100.0    9.5   19.0   47.6      -      -   23.8      -

風潮などで     21      3      3      7      1      1      5      1

  100.0   14.3   14.3   33.3    4.8    4.8   23.8    4.8

法律や制度で     21      1      2      9      1      1      6      1

  100.0    4.8    9.5   42.9    4.8    4.8   28.6    4.8

政治の場で     21      4      7      6      -      -      4      -

  100.0   19.0   33.3   28.6      -      -   19.0      -

社会全体で     21      4      3     10      -      1      3      -

  100.0   19.0   14.3   47.6      -    4.8   14.3      -

40歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

男

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

男

性

も

女

性

も

平

等

で

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

家庭で     22      3     11      7      -      -      1      -

  100.0   13.6   50.0   31.8      -      -    4.5      -

職場で     22      2     10      6      2      -      2      -

  100.0    9.1   45.5   27.3    9.1      -    9.1      -

学校で     22      -      5     10      1      -      6      -

  100.0      -   22.7   45.5    4.5      -   27.3      -

地域で     22      2     11      5      1      -      2      1

  100.0    9.1   50.0   22.7    4.5      -    9.1    4.5

風潮などで     22      2     12      3      -      1      4      -

  100.0    9.1   54.5   13.6      -    4.5   18.2      -

法律や制度で     22      1     10      5      -      1      5      -

  100.0    4.5   45.5   22.7      -    4.5   22.7      -

政治の場で     22      6      6      5      1      -      4      -

  100.0   27.3   27.3   22.7    4.5      -   18.2      -

社会全体で     22      4     10      4      -      1      3      -

  100.0   18.2   45.5   18.2      -    4.5   13.6      -

50歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

男

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

男

性

も

女

性

も

平

等

で

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

家庭で     67     10     28     19      3      -      4      3

  100.0   14.9   41.8   28.4    4.5      -    6.0    4.5

職場で     67      5     29     24      3      -      4      2

  100.0    7.5   43.3   35.8    4.5      -    6.0    3.0

学校で     67      2      8     34      1      -     17      5

  100.0    3.0   11.9   50.7    1.5      -   25.4    7.5

地域で     67     12     35     10      -      -      7      3

  100.0   17.9   52.2   14.9      -      -   10.4    4.5

風潮などで     67     12     31     12      -      -      8      4

  100.0   17.9   46.3   17.9      -      -   11.9    6.0

法律や制度で     67      6     31     19      2      -      5      4

  100.0    9.0   46.3   28.4    3.0      -    7.5    6.0

政治の場で     67     20     36      4      -      -      5      2

  100.0   29.9   53.7    6.0      -      -    7.5    3.0

社会全体で     67     13     36      9      1      -      5      3

  100.0   19.4   53.7   13.4    1.5      -    7.5    4.5

60歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

男

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

男

性

も

女

性

も

平

等

で

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

家庭で     86      7     41     25      3      1      5      4

  100.0    8.1   47.7   29.1    3.5    1.2    5.8    4.7

職場で     86     10     40     18      -      1     10      7

  100.0   11.6   46.5   20.9      -    1.2   11.6    8.1

学校で     86      4     13     37      -      1     22      9

  100.0    4.7   15.1   43.0      -    1.2   25.6   10.5

地域で     86     12     37     19      1      1     11      5

  100.0   14.0   43.0   22.1    1.2    1.2   12.8    5.8

風潮などで     86     14     39     11      1      1     11      9

  100.0   16.3   45.3   12.8    1.2    1.2   12.8   10.5

法律や制度で     86      8     39     18      2      1     11      7

  100.0    9.3   45.3   20.9    2.3    1.2   12.8    8.1

政治の場で     86     27     37      9      1      -      6      6

  100.0   31.4   43.0   10.5    1.2      -    7.0    7.0

社会全体で     86     16     49      8      2      -      6      5

  100.0   18.6   57.0    9.3    2.3      -    7.0    5.8

70歳代以上 上段：実数　下段：割合

 件

数

男

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

男

性

も

女

性

も

平

等

で

あ

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

の

ほ

う

が

優

遇

さ

れ

て

い

る

女

性

の

ほ

う

が

非

常

に

優

遇

さ

れ

て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

家庭で    226     17     88     74     16      1      3     27

  100.0    7.5   38.9   32.7    7.1    0.4    1.3   11.9

職場で    226     19     76     37      5      -     34     55

  100.0    8.4   33.6   16.4    2.2      -   15.0   24.3

学校で    226      4     24     75      4      1     54     64

  100.0    1.8   10.6   33.2    1.8    0.4   23.9   28.3

地域で    226     16     86     58     11      1     12     42

  100.0    7.1   38.1   25.7    4.9    0.4    5.3   18.6

風潮などで    226     17     76     35      7      4     31     56

  100.0    7.5   33.6   15.5    3.1    1.8   13.7   24.8

法律や制度で    226     10     65     70      5      -     30     46

  100.0    4.4   28.8   31.0    2.2      -   13.3   20.4

政治の場で    226     39     86     34      1      -     25     41

  100.0   17.3   38.1   15.0    0.4      -   11.1   18.1

社会全体で    226     18    114     32      4      -     22     36

  100.0    8.0   50.4   14.2    1.8      -    9.7   15.9
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【経年比較】 

経年比較では、各項目ともに今回調査で「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえ

ば男性のほうが優遇されている」をあわせた”男性優遇”が増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和４年調査

n=464

平成30年調査

n=587

令和４年調査

n=464

平成30年調査

n=587

令和４年調査

n=464

平成30年調査

n=587

令和４年調査

n=464

平成30年調査

n=587

令和４年調査

n=464

平成30年調査

n=587

令和４年調査

n=464

平成30年調査

n=587

令和４年調査

n=464

平成30年調査

n=587

令和４年調査

n=464

平成30年調査

n=587

政治の場で

社会全体で

風潮などで

職場で

学校で

地域で

法律や制度で

家庭で

8.6%

7.1%

40.3%

32.3%

32.3%

29.4%

5.4%
3.7%

0.4%

0.9%

3.9%

7.1%

9.1%

19.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性のほうが非常に優遇されている どちらかといえば男性のほうが優遇されている

男性も女性も平等である どちらかといえば女性のほうが優遇されている

女性のほうが非常に優遇されている わからない

無回答

9.3%

7.8%

36.6%

36.0%

22.4%

16.7%

2.8%

3.6%
0.2%

0.9%

12.7%

11.6%

15.9%

23.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2.8%

0.5%

11.2%

7.1%

39.2%

44.4%

1.5%

1.7%

0.4%

0.3%

25.4%

18.5%

19.4%

27.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10.3%

5.3%

38.4%

29.8%

24.8%

26.4%

3.0%

3.4% 0.4%

0.9%

10.1%

11.2%

12.9%

23.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

11.0%

4.9%

37.3%

29.1%

15.9%

17.5%

2.4%

3.6%

1.5%

0.9%

14.9%

17.5%

17.0%

26.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

6.3%

3.4%

33.6%

19.7%

28.7%

32.1%

2.6%

1.7%

0.6%

1.4%

13.8%

16.3%

14.4%

25.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

21.8%

11.7%

39.2%

34.0%

14.9%

14.1%

0.6%

1.5%
0.2%

0.7%

10.8%

13.4%

12.5%

24.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

12.7%

7.8%

48.3%

40.1%

15.7%

13.3%

1.7%

2.4% 0.6%

1.2%

9.7%

12.6%

11.2%

22.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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同感する

どちらかといえば同感する

どちらかといえば同感しない

同感しない

わからない

無回答

5.2%

23.3%

27.2%

34.1%

6.3%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40%

２ 男女の固定的な性別役割分担について 

 

 

男女の固定的な性別役割分担については、「同感しない」が 34.1%で最も高く、次いで「どちらか

といえば同感しない」が 27.2%、「どちらかといえば同感する」が 23.3%、「同感する」が 5.2%と

なっている。「同感する」「どちらかといえば同感する」の合計は 28.5%、「同感しない」「どちらか

といえば同感しない」の合計は 61.3%となっており、同感しないという回答が半数以上の割合を占

めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、「どちらかといえば同感する」は男性でやや高くなっており、「同感しない」「どちら

かといえば同感しない」は女性でやや高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 2.「男は仕事、女は家庭」という考え方がありますが、あなたはどう思いますか。（〇は 1 つ） 

n=464 

 件

数

同

感

す

る

（

＝

「

男

は

仕

事

、

女

は

家

庭

」

と

い

う

考

え

方

に

賛

成

）

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

同

感

す

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

同

感

し

な

い

同

感

し

な

い

（

＝

「

男

は

仕

事

、

女

は

家

庭

」

と

い

う

考

え

方

に

反

対

）

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464     24    108    126    158     29     19

  100.0    5.2   23.3   27.2   34.1    6.3    4.1

男性    167      8     48     44     53     12      2

  100.0    4.8   28.7   26.3   31.7    7.2    1.2

女性    255     14     51     73     93     14     10

  100.0    5.5   20.0   28.6   36.5    5.5    3.9

上段：実数 下段：割合 
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年齢別では、「同感しない」「どちらかといえば同感しない」は年齢が下がるにつれて割合が高い傾

向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

経年比較では、「どちらかといえば同感しない」と「同感しない」で今回調査の割合が増加してい

る。 

 

  

 件

数

同

感

す

る

（

＝

「

男

は

仕

事

、

女

は

家

庭

」

と

い

う

考

え

方

に

賛

成

）

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

同

感

す

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

同

感

し

な

い

同

感

し

な

い

（

＝

「

男

は

仕

事

、

女

は

家

庭

」

と

い

う

考

え

方

に

反

対

）

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464     24    108    126    158     29     19

  100.0    5.2   23.3   27.2   34.1    6.3    4.1

10歳代      1      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      1      1      4      6      -      -

  100.0    8.3    8.3   33.3   50.0      -      -

30歳代     21      2      1      5     12      1      -

  100.0    9.5    4.8   23.8   57.1    4.8      -

40歳代     22      -      8      3     11      -      -

  100.0      -   36.4   13.6   50.0      -      -

50歳代     67      1     13     17     30      6      -

  100.0    1.5   19.4   25.4   44.8    9.0      -

60歳代     86      4     16     22     36      5      3

  100.0    4.7   18.6   25.6   41.9    5.8    3.5

70歳代以上    226     16     61     67     57     16      9

  100.0    7.1   27.0   29.6   25.2    7.1    4.0

上段：実数 下段：割合 

同感する

どちらかといえば同感する  

どちらかといえば同感しない

同感しない

わからない                

無回答                    

5.2%

23.3%

27.2%

34.1%

6.3%

4.1%

7.7%

26.2%

18.9%

27.7%

12.4%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40%

令和４年調査 n=464

平成30年調査 n=587
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それぞれの性に応じたしつけや

教育をするのが良い

区別はせず同じようにしつけや

教育をするのが良い

どちらともいえない

わからない

無回答

19.4%

59.3%

15.1%

2.4%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

３ 男の子と女の子のしつけや教育について 

 

 

男の子と女の子のしつけや教育については、「区別はせず同じようにしつけや教育をするのが良い」

が 59.3%で最も高く、次いで「それぞれの性に応じたしつけや教育をするのが良い」が 19.4%と

なっている。「どちらともいえない」は 15.1%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、「それぞれの性に応じたしつけや教育をするのが良い」は男性でやや高くなっている。

「区別はせず同じようにしつけや教育をするのが良い」は女性で高くなっている。 

 

 

  

問 3.あなたは男の子と女の子のしつけや教育についてどう思いますか。（〇は 1 つ） 

n=464 

 件

数

そ

れ

ぞ

れ

の

性

に

応

じ

た

し

つ

け

や

教

育

を

す

る

の

が

良

い

区

別

は

せ

ず

同

じ

よ

う

に

し

つ

け

や

教

育

を

す

る

の

が

良

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464     90    275     70     11     18

  100.0   19.4   59.3   15.1    2.4    3.9

男性    167     42     87     25     10      3

  100.0   25.1   52.1   15.0    6.0    1.8

女性    255     41    166     38      1      9

  100.0   16.1   65.1   14.9    0.4    3.5

上段：実数 下段：割合 
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年齢別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

経年比較では、「区別はせず同じようにしつけや教育をするのが良い」で今回調査の割合が大きく

増加している。 

 

  

 件

数

そ

れ

ぞ

れ

の

性

に

応

じ

た

し

つ

け

や

教

育

を

す

る

の

が

良

い

区

別

は

せ

ず

同

じ

よ

う

に

し

つ

け

や

教

育

を

す

る

の

が

良

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464     90    275     70     11     18

  100.0   19.4   59.3   15.1    2.4    3.9

10歳代      1      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      -      7      4      1      -

  100.0      -   58.3   33.3    8.3      -

30歳代     21      5     11      4      1      -

  100.0   23.8   52.4   19.0    4.8      -

40歳代     22      6      8      6      2      -

  100.0   27.3   36.4   27.3    9.1      -

50歳代     67     10     37     14      5      1

  100.0   14.9   55.2   20.9    7.5    1.5

60歳代     86     16     52     14      1      3

  100.0   18.6   60.5   16.3    1.2    3.5

70歳代以上    226     49    146     23      -      8

  100.0   21.7   64.6   10.2      -    3.5

上段：実数　下段：割合

それぞれの性に応じたしつけや

教育をするのが良い

区別はせず同じようにしつけや

教育をするのが良い

どちらともいえない

わからない

無回答

19.4%

59.3%

15.1%

2.4%

3.9%

6.3%

8.3%

8.8%

49.6%

26.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

令和４年調査 n=464

平成30年調査 n=587
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４ 子育てについて 

 

 

 

子育てについての意見において「子どもが小さいうちは父親が専念したほうがよい」では、「そう

思わない」が 33.2%で最も高く、次いで「どちらかといえばそう思わない」が 31.7%、「どちらか

といえばそう思う」が 8.6%、「そう思う」が 3.0%となっている。 

「子どもが小さいうちは母親が専念したほうがよい」では、「どちらかといえばそう思う」が

32.8%で最も高く、次いで「そう思う」が 19.0%、「そう思わない」が 16.2%、「どちらかといえ

ばそう思わない」が 13.8%となっている。 

「子どもの世話は両親が協力しすべきである」では、「そう思う」が 65.3%で最も高く、「どちら

かといえばそう思う」が 22.4%、「どちらかといえばそう思わない」が 1.7%、「そう思わない」が

0.6%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 4.子育てについてあなたの意見に近いものはどれですか。（A～C のそれぞれについて〇は 1

つずつ） 

n=464 

子どもが小さいうちは父親

が専念した方がよい

子どもが小さいうちは母親

が専念した方がよい

子どもの世話は両親が協力し

するべきである

3.0%

19.0%

65.3%

8.6%

32.8%

22.4%

31.7%

13.8%

1.7%

33.2%

16.2%

0.6%

6.0%

4.5%

2.6%

17.5%

13.8%

7.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答
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男女別では、子どもの世話は両親協力しするべきであるで「そう思う」で男性よりも女性の割合が

高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性

 件

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

子どもが小さいうちは父親    167      6     14     54     62     15     16

が育児に専念した方がよい  100.0    3.6    8.4   32.3   37.1    9.0    9.6

子どもが小さいうちは母親    167     44     59     21     23     11      9

が育児に専念した方がよい  100.0   26.3   35.3   12.6   13.8    6.6    5.4

子どもの世話は両親協力し    167     94     49      8      -      6     10

するべきである  100.0   56.3   29.3    4.8      -    3.6    6.0

上段：実数　下段：割合

女性

 件

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

子どもが小さいうちは父親    255      8     24     78     83     12     50

が育児に専念した方がよい  100.0    3.1    9.4   30.6   32.5    4.7   19.6

子どもが小さいうちは母親    255     39     81     36     47      9     43

が育児に専念した方がよい  100.0   15.3   31.8   14.1   18.4    3.5   16.9

子どもの世話は両親協力し    255    184     47      -      3      5     16

するべきである  100.0   72.2   18.4      -    1.2    2.0    6.3

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、子どもが小さいうちは父親が育児に専念した方がよいが 40 歳代、60 歳代、70 歳代

以上で「そう思わない」が高くなっている。一方、子どもが小さいうちは母親が育児に専念した方が

よいが 50 歳代以上で「どちらかといえばそう思う」が高くなっている。また、いずれの年代におい

ても子どもの世話は両親が協力しするべきであるで「そう思う」が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

子どもが小さいうちは父親     12      2      -      1      6      3

が育児に専念した方がよい  100.0   16.7      -    8.3   50.0   25.0

子どもが小さいうちは母親     12      4      2      -      4      2

が育児に専念した方がよい  100.0   33.3   16.7      -   33.3   16.7

子どもの世話は両親協力し     12     11      -      -      -      1

するべきである  100.0   91.7      -      -      -    8.3

30歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

子どもが小さいうちは父親     21      1      1     11      7      1

が育児に専念した方がよい  100.0    4.8    4.8   52.4   33.3    4.8

子どもが小さいうちは母親     21      3      4      7      6      1

が育児に専念した方がよい  100.0   14.3   19.0   33.3   28.6    4.8

子どもの世話は両親協力し     21     19      1      1      -      -

するべきである  100.0   90.5    4.8    4.8      -      -

40歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

子どもが小さいうちは父親     22      -      1      6     12      3

が育児に専念した方がよい  100.0      -    4.5   27.3   54.5   13.6

子どもが小さいうちは母親     22      2      6      2      8      4

が育児に専念した方がよい  100.0    9.1   27.3    9.1   36.4   18.2

子どもの世話は両親協力し     22     12      7      1      -      2

するべきである  100.0   54.5   31.8    4.5      -    9.1

50歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

子どもが小さいうちは父親     67      5      6     24     22      4      6

が育児に専念した方がよい  100.0    7.5    9.0   35.8   32.8    6.0    9.0

子どもが小さいうちは母親     67      9     18     14     17      3      6

が育児に専念した方がよい  100.0   13.4   26.9   20.9   25.4    4.5    9.0

子どもの世話は両親協力し     67     52     11      1      -      1      2

するべきである  100.0   77.6   16.4    1.5      -    1.5    3.0

60歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

子どもが小さいうちは父親     86      2     12     29     29      8      6

が育児に専念した方がよい  100.0    2.3   14.0   33.7   33.7    9.3    7.0

子どもが小さいうちは母親     86     11     42      9     14      5      5

が育児に専念した方がよい  100.0   12.8   48.8   10.5   16.3    5.8    5.8

子どもの世話は両親協力し     86     64     18      -      -      2      2

するべきである  100.0   74.4   20.9      -      -    2.3    2.3

70歳代以上 上段：実数　下段：割合

 件

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

子どもが小さいうちは父親    226      4     18     65     74      8     57

が育児に専念した方がよい  100.0    1.8    8.0   28.8   32.7    3.5   25.2

子どもが小さいうちは母親    226     55     71     27     24      5     44

が育児に専念した方がよい  100.0   24.3   31.4   11.9   10.6    2.2   19.5

子どもの世話は両親協力し    226    129     61      5      3      5     23

するべきである  100.0   57.1   27.0    2.2    1.3    2.2   10.2
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【経年比較】 

経年比較でみると、子どもが小さいうちは母親が育児に専念した方がよいで、平成 30 年調査では

「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた“そう思う”が８割弱を占めていたが、今回

調査では６割程度に減少し、「そう思わない」と「どちらかといえばそう思わない」をあわせた“そう

思わない”で１割未満であった割合が３割に増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和４年調査

n=464

平成30年調査

n=587

子どもが小さいうち

は母親が育児に専念

した方がよい

19.0%

43.8%

32.8%

33.4%

13.8%

2.7%

16.2%

1.0%

4.5%

5.1%

13.8%

14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答
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５ 家庭における役割分担について 

 

 

 

家庭における役割分担については、「ほとんど妻がしている」の割合は「家事」「育児」「介護」の

順に高くなっている。「妻が中心だが夫も手伝う」の割合は「家事」「育児」「介護」の順に高くなっ

ている。「平等に分担している」の割合は「近所との付き合い」「地域の行事参加」「家事」順に高く

なっている。 

役割別では下記の通りとなっている。 

 

◆「家事」では「ほとんど妻がしている」が 57.6%で最も高く、次いで「妻が中心だが夫も手伝

う」が 28.1%となっている。 

◆「育児」では、「ほとんど妻がしている」が 34.2%で最も高く、次いで「妻が中心だが夫も手伝

う」が 24.5%となっている。 

◆「介護」では、「ほとんど妻がしている」が 23.4%で最も高く、次いで「妻が中心だが夫も手伝

う」が 14.7%となっている。 

◆「地域の行事参加」では、「ほとんど夫がしている」が 23.4%で最も高く、次いで「平等に分担

している」が 23.0%、「夫が中心だが妻も手伝う」20.1%となっている。 

◆「近所との付き合い」では、「平等に分担している」が 40.3%で最も高く、次いで「ほとんど妻

がしている」が 23.4%、「妻が中心だが夫も手伝う」が 13.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 5.あなたの家庭では次にあげる A～E のそれぞれについて夫婦の間でどのように行っていま

すか。（A～E のそれぞれについて〇は 1 つ） 

n=278 

0.4%

0.4%

0%

23.4%

3.2%

57.6%

34.2%

23.4%

15.8%

23.4%

9.7%

8.3%

9.0%

23.0%

40.3%

0.7%

0.4%

1.4%

20.1%

9.0%

28.1%

24.5%

14.7%

4.7%

13.7%

0%1.8%

6.5%

3.6%

4.0%

2.9%

24.1%

36.7%

5.0%

4.3%

0.7%

6.5%

8.3%

4.3%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家事

育児

介護

地域の行事参加

近所との付き合い

ほとんど夫がしている ほとんど妻がしている 平等に分担している

夫が中心だが妻も手伝う 妻が中心だが夫も手伝う その他

該当しない 無回答
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男女別では、地域の行事参加で「ほとんど夫がしている」で男性が、「平等に分担している」で女

性が高くなっており、男女間の認識の差がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性

 件

数

ほ

と

ん

ど

夫

が

し

て

い

る

ほ

と

ん

ど

妻

が

し

て

い

る

平

等

に

分

担

し

て

い

る

夫

が

中

心

だ

が

妻

も

手

伝

う

妻

が

中

心

だ

が

夫

も

手

伝

う

そ

の

他

該

当

し

な

い

無

回

答

家事    113      1     62     14      2     31      -      3      -

  100.0    0.9   54.9   12.4    1.8   27.4      -    2.7      -

育児    113      -     33     10      1     31      1     32      5

  100.0      -   29.2    8.8    0.9   27.4    0.9   28.3    4.4

介護    113      -     24     11      2     14      4     51      7

  100.0      -   21.2    9.7    1.8   12.4    3.5   45.1    6.2

地域の行事参加    113     38     12     22     24      6      5      3      3

  100.0   33.6   10.6   19.5   21.2    5.3    4.4    2.7    2.7

近所との付き合い    113      5     22     51     12     13      5      3      2

  100.0    4.4   19.5   45.1   10.6   11.5    4.4    2.7    1.8

上段：実数　下段：割合

女性

 件

数

ほ

と

ん

ど

夫

が

し

て

い

る

ほ

と

ん

ど

妻

が

し

て

い

る

平

等

に

分

担

し

て

い

る

夫

が

中

心

だ

が

妻

も

手

伝

う

妻

が

中

心

だ

が

夫

も

手

伝

う

そ

の

他

該

当

し

な

い

無

回

答

家事    157      -     93     12      -     45      -      5      2

  100.0      -   59.2    7.6      -   28.7      -    3.2    1.3

育児    157      -     61     13      -     35      4     33     11

  100.0      -   38.9    8.3      -   22.3    2.5   21.0    7.0

介護    157      -     41     13      2     26     12     48     15

  100.0      -   26.1    8.3    1.3   16.6    7.6   30.6    9.6

地域の行事参加    157     24     31     41     31      7      5     10      8

  100.0   15.3   19.7   26.1   19.7    4.5    3.2    6.4    5.1

近所との付き合い    157      4     42     58     11     24      6      9      3

  100.0    2.5   26.8   36.9    7.0   15.3    3.8    5.7    1.9

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、家事がいずれの年代においても「ほとんど妻がしている」で高くなっている。また、

近所との付き合いが各年代で「平等に分担している」が高くなっている。 

※若年層は件数が少ないため、参考程度としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

ほ

と

ん

ど

夫

が

し

て

い

る

ほ

と

ん

ど

妻

が

し

て

い

る

平

等

に

分

担

し

て

い

る

夫

が

中

心

だ

が

妻

も

手

伝

う

妻

が

中

心

だ

が

夫

も

手

伝

う

そ

の

他

該

当

し

な

い

家事      3      -      1      1      -      -      -      1

  100.0      -   33.3   33.3      -      -      -   33.3

育児      3      -      -      -      -      2      -      1

  100.0      -      -      -      -   66.7      -   33.3

介護      3      -      -      -      -      -      1      2

  100.0      -      -      -      -      -   33.3   66.7

地域の行事参加      3      -      -      1      -      1      -      1

  100.0      -      -   33.3      -   33.3      -   33.3

近所との付き合い      3      -      -      1      -      1      -      1

  100.0      -      -   33.3      -   33.3      -   33.3

30歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

ほ

と

ん

ど

夫

が

し

て

い

る

ほ

と

ん

ど

妻

が

し

て

い

る

平

等

に

分

担

し

て

い

る

夫

が

中

心

だ

が

妻

も

手

伝

う

妻

が

中

心

だ

が

夫

も

手

伝

う

そ

の

他

該

当

し

な

い

家事     10      -      3      3      -      3      -      1

  100.0      -   30.0   30.0      -   30.0      -   10.0

育児     10      -      2      1      -      6      -      1

  100.0      -   20.0   10.0      -   60.0      -   10.0

介護     10      -      -      -      -      1      2      7

  100.0      -      -      -      -   10.0   20.0   70.0

地域の行事参加     10      2      1      4      1      1      -      1

  100.0   20.0   10.0   40.0   10.0   10.0      -   10.0

近所との付き合い     10      -      2      6      -      1      -      1

  100.0      -   20.0   60.0      -   10.0      -   10.0

40歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

ほ

と

ん

ど

夫

が

し

て

い

る

ほ

と

ん

ど

妻

が

し

て

い

る

平

等

に

分

担

し

て

い

る

夫

が

中

心

だ

が

妻

も

手

伝

う

妻

が

中

心

だ

が

夫

も

手

伝

う

そ

の

他

該

当

し

な

い

無

回

答

家事     12      -      7      1      -      4      -      -      -

  100.0      -   58.3    8.3      -   33.3      -      -      -

育児     12      -      6      2      -      3      -      1      -

  100.0      -   50.0   16.7      -   25.0      -    8.3      -

介護     12      -      1      2      -      1      1      6      1

  100.0      -    8.3   16.7      -    8.3    8.3   50.0    8.3

地域の行事参加     12      -      3      3      3      1      -      2      -

  100.0      -   25.0   25.0   25.0    8.3      -   16.7      -

近所との付き合い     12      -      2      5      -      2      -      3      -

  100.0      -   16.7   41.7      -   16.7      -   25.0      -

50歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

ほ

と

ん

ど

夫

が

し

て

い

る

ほ

と

ん

ど

妻

が

し

て

い

る

平

等

に

分

担

し

て

い

る

夫

が

中

心

だ

が

妻

も

手

伝

う

妻

が

中

心

だ

が

夫

も

手

伝

う

そ

の

他

該

当

し

な

い

無

回

答

家事     48      -     33      4      -     11      -      -      -

  100.0      -   68.8    8.3      -   22.9      -      -      -

育児     48      -     14      5      -     16      1     11      1

  100.0      -   29.2   10.4      -   33.3    2.1   22.9    2.1

介護     48      -     13      7      1      5      2     19      1

  100.0      -   27.1   14.6    2.1   10.4    4.2   39.6    2.1

地域の行事参加     48     15      8     11      7      3      2      1      1

  100.0   31.3   16.7   22.9   14.6    6.3    4.2    2.1    2.1

近所との付き合い     48      4     10     17      5      6      6      -      -

  100.0    8.3   20.8   35.4   10.4   12.5   12.5      -      -

60歳代 上段：実数　下段：割合

 件

数

ほ

と

ん

ど

夫

が

し

て

い

る

ほ

と

ん

ど

妻

が

し

て

い

る

平

等

に

分

担

し

て

い

る

夫

が

中

心

だ

が

妻

も

手

伝

う

妻

が

中

心

だ

が

夫

も

手

伝

う

そ

の

他

該

当

し

な

い

無

回

答

家事     62      1     30      9      -     20      -      2      -

  100.0    1.6   48.4   14.5      -   32.3      -    3.2      -

育児     62      -     23      8      -     11      -     17      3

  100.0      -   37.1   12.9      -   17.7      -   27.4    4.8

介護     62      -     14      5      1     14      4     23      1

  100.0      -   22.6    8.1    1.6   22.6    6.5   37.1    1.6

地域の行事参加     62     13     14     10     17      1      2      4      1

  100.0   21.0   22.6   16.1   27.4    1.6    3.2    6.5    1.6

近所との付き合い     62      1     16     27      8      1      3      4      2

  100.0    1.6   25.8   43.5   12.9    1.6    4.8    6.5    3.2

70歳代以上 上段：実数　下段：割合

 件

数

ほ

と

ん

ど

夫

が

し

て

い

る

ほ

と

ん

ど

妻

が

し

て

い

る

平

等

に

分

担

し

て

い

る

夫

が

中

心

だ

が

妻

も

手

伝

う

妻

が

中

心

だ

が

夫

も

手

伝

う

そ

の

他

該

当

し

な

い

無

回

答

家事    143      -     86      9      2     40      -      4      2

  100.0      -   60.1    6.3    1.4   28.0      -    2.8    1.4

育児    143      1     50      7      1     30      4     36     14

  100.0    0.7   35.0    4.9    0.7   21.0    2.8   25.2    9.8

介護    143      -     37     11      2     20      8     45     20

  100.0      -   25.9    7.7    1.4   14.0    5.6   31.5   14.0

地域の行事参加    143     35     18     35     28      6      6      5     10

  100.0   24.5   12.6   24.5   19.6    4.2    4.2    3.5    7.0

近所との付き合い    143      4     35     56     12     27      2      3      4

  100.0    2.8   24.5   39.2    8.4   18.9    1.4    2.1    2.8
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【経年比較】 

平成 30 年調査の項目の中で共通する２項目について経年比較でみると、近所との付き合いで「ほ

とんど夫がしている」が平成 30 年調査から大きく減少しており、「ほとんど妻がしている」が増加

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和４年調査

n=278

平成30年調査

n=587

令和４年調査

n=278

平成30年調査

n=587

地域の行事

参加

近所との

付き合い

23.4%

17.2%

15.8%

11.9%

23.0%

18.5%

20.1%

5.1%

4.7%

5.8%

3.6%

6.8%

5.0%4.3%

34.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほとんど夫がしている ほとんど妻がしている 平等に分担している

夫が中心だが妻も手伝う 妻が中心だが夫も手伝う その他

該当しない 無回答

3.2%

24.8%

23.4%

2.9%

40.3%

29.8%

9.0%

6.6%

13.7%

2.7%

4.0%

4.1%

4.3%

2.2%

28.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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結婚して子どもが生まれたあとも職業を

持ち続ける

結婚するまでは職業を持つが、そのあと

は持たない

結婚して子どもができるまで職業を持つ

が、そのあとは持たない

結婚や子育てなどで一時的にやめるが、

子育ての時期が過ぎたら再び職業を持つ

職業は持たない

その他

わからない

無回答

27.6%

1.1%

1.7%

52.6%

0.9%

3.7%

8.2%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

６ 女性の職業への関わり方について 

 

 

 

女性の職業への関わり方については、「結婚や子育てなどで一時的にやめるが、子育ての時期が過

ぎたら再び職業を持つ」が 52.6%で最も高く、次いで「結婚して子どもが生まれたあとも職業を持

ち続ける」が 27.6%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 6.女性の職業へのかかわり方についてあなたはどのような形が望ましいと思いますか。（〇

は 1 つ） 

n=464 

 件

数

結

婚

し

て

子

ど

も

が

生

ま

れ

た

あ

と

も

職

業

を

持

ち

続

け

る

結

婚

す

る

ま

で

は

職

業

を

持

つ

が

、

そ

の

あ

と

は

持

た

な

い

結

婚

し

て

子

ど

も

が

で

き

る

ま

で

職

業

を

持

つ

が

、

そ

の

あ

と

は

持

た

な

い

結

婚

や

子

育

て

な

ど

で

一

時

的

に

や

め

る

が

、

子

育

て

の

時

期

が

過

ぎ

た

ら

再

び

職

業

を

持

つ

職

業

は

持

た

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    128      5      8    244      4     17     38     20

  100.0   27.6    1.1    1.7   52.6    0.9    3.7    8.2    4.3

男性    167     45      3      6     90      -      5     15      3

  100.0   26.9    1.8    3.6   53.9      -    3.0    9.0    1.8

女性    255     73      2      2    135      3     12     19      9

  100.0   28.6    0.8    0.8   52.9    1.2    4.7    7.5    3.5

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、「結婚や子育てなどで一時的にやめるが、子育ての時期が過ぎたら再び職業を持つ」

の 70 歳代以上で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 件

数

結

婚

し

て

子

ど

も

が

生

ま

れ

た

あ

と

も

職

業

を

持

ち

続

け

る

結

婚

す

る

ま

で

は

職

業

を

持

つ

が

、

そ

の

あ

と

は

持

た

な

い

結

婚

し

て

子

ど

も

が

で

き

る

ま

で

職

業

を

持

つ

が

、

そ

の

あ

と

は

持

た

な

い

結

婚

や

子

育

て

な

ど

で

一

時

的

に

や

め

る

が

、

子

育

て

の

時

期

が

過

ぎ

た

ら

再

び

職

業

を

持

つ

職

業

は

持

た

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    128      5      8    244      4     17     38     20

  100.0   27.6    1.1    1.7   52.6    0.9    3.7    8.2    4.3

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      6      -      -      3      1      -      2      -

  100.0   50.0      -      -   25.0    8.3      -   16.7      -

30歳代     21      9      -      -      6      -      4      2      -

  100.0   42.9      -      -   28.6      -   19.0    9.5      -

40歳代     22      8      -      -      9      -      3      2      -

  100.0   36.4      -      -   40.9      -   13.6    9.1      -

50歳代     67     30      -      -     29      -      1      4      3

  100.0   44.8      -      -   43.3      -    1.5    6.0    4.5

60歳代     86     29      -      1     41      1      4      7      3

  100.0   33.7      -    1.2   47.7    1.2    4.7    8.1    3.5

70歳代以上    226     41      5      7    141      1      5     18      8

  100.0   18.1    2.2    3.1   62.4    0.4    2.2    8.0    3.5

上段：実数　下段：割合
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【経年比較】 

経年比較では、「結婚して子どもが生まれたあとも職業を持ち続ける」、「結婚や子育てなどで一時

的にやめるが、子育ての時期が過ぎたら再び職業を持つ」が今回調査で増加している。 

 

 

  結婚して子どもが生まれたあとも職業を

持ち続ける

結婚するまでは職業を持つが、そのあと

は持たない

結婚して子どもができるまで職業を持つ

が、そのあとは持たない

結婚や子育てなどで一時的にやめるが、

子育ての時期が過ぎたら再び職業を持つ

職業は持たない

その他

わからない

無回答

27.6%

1.1%

1.7%

52.6%

0.9%

3.7%

8.2%

4.3%

22.1%

2.0%

2.2%

47.9%

0.9%

1.5%

11.2%

11.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

令和４年調査 n=464

平成30年調査 n=587
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そう思う

そう思わない

わからない

無回答

17.9%

33.2%

42.5%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 

 

女性の働きやすさについては、「わからない」が 42.5%で最も高く、次いで「そう思わない」が

33.2%、「そう思う」が 17.9%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、「そう思わない」が女性でやや高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 7.あなたは現代の女性は働きやすい状況にあると思いますか。（〇は 1 つ） 

n=464 

 件

数

そ

う

思

う

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464     83    154    197     30

  100.0   17.9   33.2   42.5    6.5

男性    167     32     53     76      6

  100.0   19.2   31.7   45.5    3.6

女性    255     46     91    101     17

  100.0   18.0   35.7   39.6    6.7

上段：実数 下段：割合 
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年齢別では、年代が下がるにつれて「そう思わない」がやや高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

経年比較では、「そう思わない」、「わからない」が今回調査で増加している。 

 

 

 

 

  

 件

数

そ

う

思

う

そ

う

思

わ

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464     83    154    197     30

  100.0   17.9   33.2   42.5    6.5

10歳代      1      -      -      1      -

  100.0      -      -  100.0      -

20歳代     12      1      5      6      -

  100.0    8.3   41.7   50.0      -

30歳代     21      4      6     11      -

  100.0   19.0   28.6   52.4      -

40歳代     22      5      9      7      1

  100.0   22.7   40.9   31.8    4.5

50歳代     67     12     33     22      -

  100.0   17.9   49.3   32.8      -

60歳代     86     17     29     33      7

  100.0   19.8   33.7   38.4    8.1

70歳代以上    226     40     64    107     15

  100.0   17.7   28.3   47.3    6.6

上段：実数 下段：割合 

そう思う

そう思わない

わからない

無回答

17.9%

33.2%

42.5%

6.5%

19.9%

31.3%

37.6%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和４年調査 n=464

平成30年調査 n=587
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現時点では、必要な知識や経験などを持

つ女性が少ないこと

女性自身がリーダーになることを希望し

ないこと

上司・同僚・部下となる男性や顧客が女

性リーダーを希望しないこと

事例が少ないため、女性が自身のキャリ

アを思い描くことが難しいこと

長時間労働の改善が十分ではないこと

企業などにおいては、管理職になると広

域異動が増えること

保育・介護・家事などにおける夫などの

家族の支援が十分ではないこと

保育・介護の支援などの公的サービスが

十分ではないこと

その他

特にない

わからない

無回答

22.4%

21.6%

23.3%

26.7%

34.1%

17.7%

45.0%

29.7%

1.3%

4.1%

13.8%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

７ 女性リーダーの登用が進んでいない理由 

 

 

 

各分野での女性リーダーの登用が進んでいない理由は、「保育・介護・家事などにおける夫などの

家族の支援が十分ではないこと」が 45.0%で最も高く、次いで「長時間労働の改善が十分ではない

こと」が 34.1%、「保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと」が 29.7%、「事例が

少ないため、女性が自身のキャリアを思い描くことが難しいこと」が 26.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 8.あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性リーダーの登用が進んでいない理由は何

だと思いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

n=464 
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男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別では、「事例が少ないため、女性が自身のキャリアを思い描くことが難しいこと」で 30 歳

代がやや高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 件

数

現

時

点

で

は

、

必

要

な

知

識

や

経

験

な

ど

を

持

つ

女

性

が

少

な

い

こ

と

女

性

自

身

が

リ

ー

ダ

ー

に

な

る

こ

と

を

希

望

し

な

い

こ

と

上

司

・

同

僚

・

部

下

と

な

る

男

性

や

顧

客

が

女

性

リ

ー

ダ

ー

を

希

望

し

な

い

こ

と

事

例

が

少

な

い

た

め

、

女

性

が

自

身

の

キ

ャ

リ

ア

を

思

い

描

く

こ

と

が

難

し

い

こ

と

長

時

間

労

働

の

改

善

が

十

分

で

は

な

い

こ

と

企

業

な

ど

に

お

い

て

は

、

管

理

職

に

な

る

と

広

域

異

動

が

増

え

る

こ

と

保

育

・

介

護

・

家

事

な

ど

に

お

け

る

夫

な

ど

の

家

族

の

支

援

が

十

分

で

は

な

い

こ

と

保

育

・

介

護

の

支

援

な

ど

の

公

的

サ

ー

ビ

ス

が

十

分

で

は

な

い

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    104    100    108    124    158     82    209    138      6     19     64     29

  100.0   22.4   21.6   23.3   26.7   34.1   17.7   45.0   29.7    1.3    4.1   13.8    6.3

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      -      4      5      3      4      2      6      4      -      1      2      -

  100.0      -   33.3   41.7   25.0   33.3   16.7   50.0   33.3      -    8.3   16.7      -

30歳代     21      2      2      6      8      4      4      8      5      2      3      5      -

  100.0    9.5    9.5   28.6   38.1   19.0   19.0   38.1   23.8    9.5   14.3   23.8      -

40歳代     22      5      7      6      6      5      4     13     10      -      1      2      1

  100.0   22.7   31.8   27.3   27.3   22.7   18.2   59.1   45.5      -    4.5    9.1    4.5

50歳代     67     10     14     20     18     22     12     32     22      1      3      9      -

  100.0   14.9   20.9   29.9   26.9   32.8   17.9   47.8   32.8    1.5    4.5   13.4      -

60歳代     86     19     21     27     31     29     17     47     32      3      1     11      6

  100.0   22.1   24.4   31.4   36.0   33.7   19.8   54.7   37.2    3.5    1.2   12.8    7.0

70歳代以上    226     62     49     42     51     86     40     95     62      -      8     30     16

  100.0   27.4   21.7   18.6   22.6   38.1   17.7   42.0   27.4      -    3.5   13.3    7.1

上段：実数　下段：割合

 件

数

現

時

点

で

は

、

必

要

な

知

識

や

経

験

な

ど

を

持

つ

女

性

が

少

な

い

こ

と

女

性

自

身

が

リ

ー

ダ

ー

に

な

る

こ

と

を

希

望

し

な

い

こ

と

上

司

・

同

僚

・

部

下

と

な

る

男

性

や

顧

客

が

女

性

リ

ー

ダ

ー

を

希

望

し

な

い

こ

と

事

例

が

少

な

い

た

め

、

女

性

が

自

身

の

キ

ャ

リ

ア

を

思

い

描

く

こ

と

が

難

し

い

こ

と

長

時

間

労

働

の

改

善

が

十

分

で

は

な

い

こ

と

企

業

な

ど

に

お

い

て

は

、

管

理

職

に

な

る

と

広

域

異

動

が

増

え

る

こ

と

保

育

・

介

護

・

家

事

な

ど

に

お

け

る

夫

な

ど

の

家

族

の

支

援

が

十

分

で

は

な

い

こ

と

保

育

・

介

護

の

支

援

な

ど

の

公

的

サ

ー

ビ

ス

が

十

分

で

は

な

い

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    104    100    108    124    158     82    209    138      6     19     64     29

  100.0   22.4   21.6   23.3   26.7   34.1   17.7   45.0   29.7    1.3    4.1   13.8    6.3

男性    167     38     39     34     43     55     24     69     46      2     10     23      8

  100.0   22.8   23.4   20.4   25.7   32.9   14.4   41.3   27.5    1.2    6.0   13.8    4.8

女性    255     59     57     69     72     94     55    128     85      4      7     33     14

  100.0   23.1   22.4   27.1   28.2   36.9   21.6   50.2   33.3    1.6    2.7   12.9    5.5

上段：実数　下段：割合
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そう思う                  

どちらかといえばそう思う  

どちらかといえばそう思わない                        

そう思わない              

無回答                    

7.8%

37.7%

30.8%

13.6%

10.1%

0% 10% 20% 30% 40%

８ ワーク・ライフ・バランスについて 

 

 

ワーク・ライフ・バランスがうまくとれているかについては、「どちらかといえばそう思う」が

37.7%で最も高く、「次いでどちらかといえばそう思わない」が 30.8%、「そう思わない」が 13.6%、

「そう思う」が 7.8%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、「どちらかといえばそう思う」が男性でやや高くなっている。 

 

 

 

  

問 9.“ワーク・ライフ・バランス”とは、仕事や家庭生活、地域・個人の生活が自分の希望に合

い調和していることを言いますが、あなたの生活は、ワーク・ライフ・バランスがうま

くとれていると思いますか。（〇は 1 つ） 

n=464 

 件

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

全　体    464     36    175    143     63     47

  100.0    7.8   37.7   30.8   13.6   10.1

男性    167     15     69     50     22     11

  100.0    9.0   41.3   29.9   13.2    6.6

女性    255     21     86     82     39     27

  100.0    8.2   33.7   32.2   15.3   10.6

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、「どちらかといえばそう思う」で 60 歳代以上が、「どちらかといえばそう思わない」

で 20 歳代から 50 歳代で割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 件

数

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

そ

う

思

わ

な

い

そ

う

思

わ

な

い

無

回

答

全　体    464     36    175    143     63     47

  100.0    7.8   37.7   30.8   13.6   10.1

10歳代      1      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      2      4      6      -      -

  100.0   16.7   33.3   50.0      -      -

30歳代     21      2      7      8      4      -

  100.0    9.5   33.3   38.1   19.0      -

40歳代     22      3      6     11      1      1

  100.0   13.6   27.3   50.0    4.5    4.5

50歳代     67      5     25     26     10      1

  100.0    7.5   37.3   38.8   14.9    1.5

60歳代     86      8     40     22     11      5

  100.0    9.3   46.5   25.6   12.8    5.8

70歳代以上    226     16     79     64     35     32

  100.0    7.1   35.0   28.3   15.5   14.2

上段：実数　下段：割合
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県や町の審議会や委員会の委員をしている    

自治会（区など）の活動をしている

ＰＴＡ活動をしている

子ども会、スポーツ少年団など青少年育成活動をしている

青年団や婦人会、老人クラブなどの活動をしている

ＮＰＯやボランティアなどの活動をしている

防災・減災などのボランティア活動をしている

その他

何も参加していない

無回答

3.8%

15.7%

1.9%

1.7%

18.3%

6.3%

6.3%

3.2%

54.5%

6.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

９ 社会活動等について 

 

社会活動等については、「何も参加していない」が 54.5%で最も高く、次いで「青年団や婦人会、

老人クラブなどの活動をしている」が 18.3%、「自治会（区など）の活動をしている」が 15.7%と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、「自治会（区など）の活動をしている」の割合が高くなっている。 

 

 

 

  

問 10.あなたは次のような活動をしていますか。（あてはまるものすべてに〇） 

n=464 

 件

数

県

や

町

の

審

議

会

や

委

員

会

の

委

員

を

し

て

い

る

自

治

会

（

区

な

ど

）

の

活

動

を

し

て

い

る

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

を

し

て

い

る

子

ど

も

会

、

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

な

ど

青

少

年

育

成

活

動

を

し

て

い

る

青

年

団

や

婦

人

会

、

老

人

ク

ラ

ブ

な

ど

の

活

動

を

し

て

い

る

Ｎ

Ｐ

Ｏ

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

な

ど

の

活

動

を

し

て

い

る

防

災

・

減

災

な

ど

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

し

て

い

る そ

の

他

何

も

参

加

し

て

い

な

い

無

回

答

全　体    464     18     73      9      8     85     29     29     15    253     32

  100.0    3.9   15.7    1.9    1.7   18.3    6.3    6.3    3.2   54.5    6.9

男性    167      7     44      3      4     24     13     14      5     86     10

  100.0    4.2   26.3    1.8    2.4   14.4    7.8    8.4    3.0   51.5    6.0

女性    255     10     25      6      4     58     13     13     10    143     14

  100.0    3.9    9.8    2.4    1.6   22.7    5.1    5.1    3.9   56.1    5.5

上段：実数 下段：割合 



 

28 

年齢別では、「何も参加していない」がどの年代も最も高くなっているが、「青年団や婦人会、老人

クラブなどの活動をしている」で 70 歳代以上がやや高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 件

数

県

や

町

の

審

議

会

や

委

員

会

の

委

員

を

し

て

い

る

自

治

会

（

区

な

ど

）

の

活

動

を

し

て

い

る

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

を

し

て

い

る

子

ど

も

会

、

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

な

ど

青

少

年

育

成

活

動

を

し

て

い

る

青

年

団

や

婦

人

会

、

老

人

ク

ラ

ブ

な

ど

の

活

動

を

し

て

い

る

Ｎ

Ｐ

Ｏ

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

な

ど

の

活

動

を

し

て

い

る

防

災

・

減

災

な

ど

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

し

て

い

る そ

の

他

何

も

参

加

し

て

い

な

い

無

回

答

全　体    464     18     73      9      8     85     29     29     15    253     32

  100.0    3.9   15.7    1.9    1.7   18.3    6.3    6.3    3.2   54.5    6.9

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      -      1      -      -      -      -      -      -     11      -

  100.0      -    8.3      -      -      -      -      -      -   91.7      -

30歳代     21      -      -      3      1      1      1      2      1     13      -

  100.0      -      -   14.3    4.8    4.8    4.8    9.5    4.8   61.9      -

40歳代     22      1      3      2      1      -      -      1      -     13      3

  100.0    4.5   13.6    9.1    4.5      -      -    4.5      -   59.1   13.6

50歳代     67      3     17      3      1     10      5      4      -     39      -

  100.0    4.5   25.4    4.5    1.5   14.9    7.5    6.0      -   58.2      -

60歳代     86      5     18      -      1     17      7      6      2     45      5

  100.0    5.8   20.9      -    1.2   19.8    8.1    7.0    2.3   52.3    5.8

70歳代以上    226      8     31      1      4     54     15     14     12    116     17

  100.0    3.5   13.7    0.4    1.8   23.9    6.6    6.2    5.3   51.3    7.5

上段：実数　下段：割合



 

29 

おおよその内容まで知っている

聞いたことがある

知らない

無回答

40.1%

43.8%

12.7%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１０ 性の多様性について 

 

 

LGBT という言葉の認知度は、「聞いたことがある」が 43.8%で最も高く、次いで「おおよその内

容まで知っている」が 40.1%となっている。「知らない」は 12.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、「おおよその内容まで知っている」が男性で高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 11.あなたは LGBT という言葉を知っていますか。（〇は 1 つ） 

n=464 

 件

数

お

お

よ

そ

の

内

容

ま

で

知

っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

が

あ

る

知

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    186    203     59     16

  100.0   40.1   43.8   12.7    3.4

男性    167     71     71     23      2

  100.0   42.5   42.5   13.8    1.2

女性    255    101    117     28      9

  100.0   39.6   45.9   11.0    3.5

上段：実数　下段：割合



 

30 

年齢別では、「聞いたことがある」が 70 歳代以上で高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 件

数

お

お

よ

そ

の

内

容

ま

で

知

っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

が

あ

る

知

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    186    203     59     16

  100.0   40.1   43.8   12.7    3.4

10歳代      1      -      -      1      -

  100.0      -      -  100.0      -

20歳代     12     10      2      -      -

  100.0   83.3   16.7      -      -

30歳代     21     14      4      3      -

  100.0   66.7   19.0   14.3      -

40歳代     22     10     10      2      -

  100.0   45.5   45.5    9.1      -

50歳代     67     35     26      6      -

  100.0   52.2   38.8    9.0      -

60歳代     86     44     35      6      1

  100.0   51.2   40.7    7.0    1.2

70歳代以上    226     64    115     37     10

  100.0   28.3   50.9   16.4    4.4

上段：実数　下段：割合



 

31 

はい

いいえ

無回答

4.1%

91.2%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

 

性的指向や性自認について悩んだことの有無については、「いいえ」が 91.2%、「はい」が 4.1%

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

  

問 12.あなたは今までに性的指向や性自認について悩んだことはありますか。（〇は 1 つ） 

n=464 

 件

数

は

い

い

い

え

無

回

答

全　体    464     19    423     22

  100.0    4.1   91.2    4.7

男性    167      7    154      6

  100.0    4.2   92.2    3.6

女性    255      9    237      9

  100.0    3.5   92.9    3.5

上段：実数　下段：割合

 件

数

は

い

い

い

え

無

回

答

全　体    464     19    423     22

  100.0    4.1   91.2    4.7

10歳代      1      -      1      -

  100.0      -  100.0      -

20歳代     12      1     11      -

  100.0    8.3   91.7      -

30歳代     21      -     21      -

  100.0      -  100.0      -

40歳代     22      3     19      -

  100.0   13.6   86.4      -

50歳代     67      3     62      2

  100.0    4.5   92.5    3.0

60歳代     86      3     82      1

  100.0    3.5   95.3    1.2

70歳代以上    226      7    206     13

  100.0    3.1   91.2    5.8

上段：実数　下段：割合



 

32 

思う                      

どちらかといえば思う      

どちらかといえば思わない  

思わない                  

無回答

26.9%

33.1%

13.4%

12.7%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40%

 

 

性的マイノリティの方々の社会の生活しづらさについては、「どちらかといえば思う」が 33.1%

で最も高く、次いで「思う」が 26.9%、「どちらかといえば思わない」が 13.4%、「思わない」が

12.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

  

問 13.LGBT・性的マイノリティの方々にとって、現在の社会は偏見や差別などがあり、生活し

づらいと思いますか。（〇は 1 つ） 

n=464 

 件

数

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

思

わ

な

い

思

わ

な

い

無

回

答

全　体    464    125    177     62     59     41

  100.0   26.9   38.1   13.4   12.7    8.8

男性    167     54     57     32     17      7

  100.0   32.3   34.1   19.2   10.2    4.2

女性    255     63    104     27     36     25

  100.0   24.7   40.8   10.6   14.1    9.8

上段：実数　下段：割合



 

33 

年齢別では、「思う」が 30 歳代で高くなっている。 

 

 

 

 

  

 件

数

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

思

わ

な

い

思

わ

な

い

無

回

答

全　体    464    125    177     62     59     41

  100.0   26.9   38.1   13.4   12.7    8.8

10歳代      1      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      5      6      1      -      -

  100.0   41.7   50.0    8.3      -      -

30歳代     21     10      6      1      4      -

  100.0   47.6   28.6    4.8   19.0      -

40歳代     22      7     11      2      1      1

  100.0   31.8   50.0    9.1    4.5    4.5

50歳代     67     23     31      4      7      2

  100.0   34.3   46.3    6.0   10.4    3.0

60歳代     86     28     37     10     10      1

  100.0   32.6   43.0   11.6   11.6    1.2

70歳代以上    226     46     77     41     32     30

  100.0   20.4   34.1   18.1   14.2   13.3

上段：実数　下段：割合



 

34 

いじめ（悪口、嫌がらせなど）や差別を受ける

から

自らが認識する性とは異なる性のふるまい（服

装、言葉遣いなど）を強要されるから

性別で区分された設備（トイレなど）を使いづ

らいから

書類等で性別の記入を強要されるから

家族や友人等に相談しづらい状況にあるから

就職、仕事、待遇等で不利・不当な扱いを受け

るから

病院や福祉施設等で適切な看護や介護が受けら

れないから

住宅を借りることが難しい場合があるから

スポーツ・文化活動や地域活動に参加しづらい

から

病院で同性パートナーとの関係が認められず、

病状を教えてもらえないから

法整備が不十分であり、婚姻や相続などで不利

益を受けるから

行政機関などの相談・支援体制が不十分である

から

その他

無回答

64.2%

31.1%

45.4%

26.8%

49.0%

35.1%

11.3%

11.3%

7.6%

18.9%

44.0%

36.1%

4.6%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

 

 

生活しづらいと思う理由については、「いじめ（悪口、嫌がらせなど）や差別を受けるから」が

64.2%で最も高く、次いで「家族や友人等に相談しづらい状況にあるから」が 49.0%、「性別で区

分された設備（トイレなど）を使いづらいから」が 45.4%、「法整備が不十分であり、婚姻や相続な

どで不利益を受けるから」が 44.0%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

問 13-1. 問 13 で「思う」または「どちらかといえば思う」と回答した人に伺います。それは

どのような理由からですか。（あてはまるものすべてに〇） 

n=302 



 

35 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別では、「家族や友人等に相談しづらい状況にあるから」が 60 歳代以上でやや高くなってい

る。 

 

 

 

 

 

  

 件

数

い

じ

め

（

悪

口

、

嫌

が

ら

せ

な

ど

）

や

差

別

を

受

け

る

か

ら

自

ら

が

認

識

す

る

性

と

は

異

な

る

性

の

ふ

る

ま

い

（

服

装

、

言

葉

遣

い

な

ど

）

を

強

要

さ

れ

る

か

ら

性

別

で

区

分

さ

れ

た

設

備

（

ト

イ

レ

な

ど

）

を

使

い

づ

ら

い

か

ら

書

類

等

で

性

別

の

記

入

を

強

要

さ

れ

る

か

ら

家

族

や

友

人

等

に

相

談

し

づ

ら

い

状

況

に

あ

る

か

ら

就

職

、

仕

事

、

待

遇

等

で

不

利

・

不

当

な

扱

い

を

受

け

る

か

ら

病

院

や

福

祉

施

設

等

で

適

切

な

看

護

や

介

護

が

受

け

ら

れ

な

い

か

ら

住

宅

を

借

り

る

こ

と

が

難

し

い

場

合

が

あ

る

か

ら

ス

ポ

ー

ツ

・

文

化

活

動

や

地

域

活

動

に

参

加

し

づ

ら

い

か

ら

病

院

で

同

性

パ

ー

ト

ナ

ー

と

の

関

係

が

認

め

ら

れ

ず

、

病

状

を

教

え

て

も

ら

え

な

い

か

ら

法

整

備

が

不

十

分

で

あ

り

、

婚

姻

や

相

続

な

ど

で

不

利

益

を

受

け

る

か

ら

行

政

機

関

な

ど

の

相

談

・

支

援

体

制

が

不

十

分

で

あ

る

か

ら

そ

の

他

無

回

答

全　体    302    194     94    137     81    148    106     34     34     23     57    133    109     14     11

  100.0   64.2   31.1   45.4   26.8   49.0   35.1   11.3   11.3    7.6   18.9   44.0   36.1    4.6    3.6

男性    111     75     35     50     27     58     43     13     10     10     20     49     38      6      4

  100.0   67.6   31.5   45.0   24.3   52.3   38.7   11.7    9.0    9.0   18.0   44.1   34.2    5.4    3.6

女性    167    106     50     79     48     84     53     20     20     12     34     70     58      8      7

  100.0   63.5   29.9   47.3   28.7   50.3   31.7   12.0   12.0    7.2   20.4   41.9   34.7    4.8    4.2

上段：実数　下段：割合

 件

数

い

じ

め

（

悪

口

、

嫌

が

ら

せ

な

ど

）

や

差

別

を

受

け

る

か

ら

自

ら

が

認

識

す

る

性

と

は

異

な

る

性

の

ふ

る

ま

い

（

服

装

、

言

葉

遣

い

な

ど

）

を

強

要

さ

れ

る

か

ら

性

別

で

区

分

さ

れ

た

設

備

（

ト

イ

レ

な

ど

）

を

使

い

づ

ら

い

か

ら

書

類

等

で

性

別

の

記

入

を

強

要

さ

れ

る

か

ら

家

族

や

友

人

等

に

相

談

し

づ

ら

い

状

況

に

あ

る

か

ら

就

職

、

仕

事

、

待

遇

等

で

不

利

・

不

当

な

扱

い

を

受

け

る

か

ら

病

院

や

福

祉

施

設

等

で

適

切

な

看

護

や

介

護

が

受

け

ら

れ

な

い

か

ら

住

宅

を

借

り

る

こ

と

が

難

し

い

場

合

が

あ

る

か

ら

ス

ポ

ー

ツ

・

文

化

活

動

や

地

域

活

動

に

参

加

し

づ

ら

い

か

ら

病

院

で

同

性

パ

ー

ト

ナ

ー

と

の

関

係

が

認

め

ら

れ

ず

、

病

状

を

教

え

て

も

ら

え

な

い

か

ら

法

整

備

が

不

十

分

で

あ

り

、

婚

姻

や

相

続

な

ど

で

不

利

益

を

受

け

る

か

ら

行

政

機

関

な

ど

の

相

談

・

支

援

体

制

が

不

十

分

で

あ

る

か

ら

そ

の

他

無

回

答

全　体    302    194     94    137     81    148    106     34     34     23     57    133    109     14     11

  100.0   64.2   31.1   45.4   26.8   49.0   35.1   11.3   11.3    7.6   18.9   44.0   36.1    4.6    3.6

20歳代     11     10      5      5      4      6      5      1      2      1      3      7      5      -      -

  100.0   90.9   45.5   45.5   36.4   54.5   45.5    9.1   18.2    9.1   27.3   63.6   45.5      -      -

30歳代     16     10     10      8      7     10      6      3      2      3      6      9      6      3      -

  100.0   62.5   62.5   50.0   43.8   62.5   37.5   18.8   12.5   18.8   37.5   56.3   37.5   18.8      -

40歳代     18     13      8     11      8     10      9      5      3      2      6     11      5      -      1

  100.0   72.2   44.4   61.1   44.4   55.6   50.0   27.8   16.7   11.1   33.3   61.1   27.8      -    5.6

50歳代     54     33     18     31     17     29     18      8      5      3      9     28     16      2      1

  100.0   61.1   33.3   57.4   31.5   53.7   33.3   14.8    9.3    5.6   16.7   51.9   29.6    3.7    1.9

60歳代     65     42     23     31     15     37     25      4      7      5     13     31     32      2      2

  100.0   64.6   35.4   47.7   23.1   56.9   38.5    6.2   10.8    7.7   20.0   47.7   49.2    3.1    3.1

70歳代以上    123     77     24     46     26     51     37     12     13      8     19     39     38      7      7

  100.0   62.6   19.5   37.4   21.1   41.5   30.1    9.8   10.6    6.5   15.4   31.7   30.9    5.7    5.7

上段：実数　下段：割合
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行政による町民への周知啓発活動の実施

行政職員や小中高校などの教職員に対する研修の実施

相談窓口や当事者同士が話せる場所の充実

児童・生徒に対する教育の充実

偏見や差別解消等を目的とする、法律や条例等の整備

誰もが働きやすい職場環境づくりの取り組み

その他

わからない

無回答

27.8%

32.1%

41.1%

33.1%

39.1%

37.1%

2.3%

8.3%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 

 

 

 

性的マイノリティにとって生活しやすい社会を実現するために必要な対策は、「相談窓口や当事者

同士が話せる場所の充実」が 41.1%で最も高く、次いで「偏見や差別解消等を目的とする、法律や

条例等の整備」が 39.1%、「誰もが働きやすい職場環境づくりの取り組み」が 37.1%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、「相談窓口や当事者同士が話せる場所の充実」が女性でやや高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

問 13-2. 問 13 で「思う」または「どちらかといえば思う」と回答した人に伺います。

LGBT・性的マイノリティの方々にとって、偏見や差別をなくし生活しやすい社会を実現

するためには、どのような対策が必要だと思いますか。（〇は 3 つまで） 

n=302 

 件

数

行

政

に

よ

る

町

民

へ

の

周

知

啓

発

活

動

の

実

施

行

政

職

員

や

小

中

高

校

な

ど

の

教

職

員

に

対

す

る

研

修

の

実

施

相

談

窓

口

や

当

事

者

同

士

が

話

せ

る

場

所

の

充

実 児

童

・

生

徒

に

対

す

る

教

育

の

充

実

偏

見

や

差

別

解

消

等

を

目

的

と

す

る

、

法

律

や

条

例

等

の

整

備

誰

も

が

働

き

や

す

い

職

場

環

境

づ

く

り

の

取

り

組

み

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    302     84     97    124    100    119    112      7     25     20

  100.0   27.8   32.1   41.1   33.1   39.4   37.1    2.3    8.3    6.6

男性    111     34     35     40     34     41     43      4      6      9

  100.0   30.6   31.5   36.0   30.6   36.9   38.7    3.6    5.4    8.1

女性    167     38     54     74     57     70     62      3     17     11

  100.0   22.8   32.3   44.3   34.1   41.9   37.1    1.8   10.2    6.6

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、「相談窓口や当事者同士が話せる場所の充実」が 70 歳代以上でやや高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  

 件

数

行

政

に

よ

る

町

民

へ

の

周

知

啓

発

活

動

の

実

施

行

政

職

員

や

小

中

高

校

な

ど

の

教

職

員

に

対

す

る

研

修

の

実

施

相

談

窓

口

や

当

事

者

同

士

が

話

せ

る

場

所

の

充

実 児

童

・

生

徒

に

対

す

る

教

育

の

充

実

偏

見

や

差

別

解

消

等

を

目

的

と

す

る

、

法

律

や

条

例

等

の

整

備

誰

も

が

働

き

や

す

い

職

場

環

境

づ

く

り

の

取

り

組

み

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    302     84     97    124    100    119    112      7     25     20

  100.0   27.8   32.1   41.1   33.1   39.4   37.1    2.3    8.3    6.6

20歳代     11      3      4      3      6      6      6      -      -      -

  100.0   27.3   36.4   27.3   54.5   54.5   54.5      -      -      -

30歳代     16      4      8      3      8      7      5      1      1      -

  100.0   25.0   50.0   18.8   50.0   43.8   31.3    6.3    6.3      -

40歳代     18      4      5      4      7      8      7      1      -      3

  100.0   22.2   27.8   22.2   38.9   44.4   38.9    5.6      -   16.7

50歳代     54     12     16     21     20     25     21      1      4      2

  100.0   22.2   29.6   38.9   37.0   46.3   38.9    1.9    7.4    3.7

60歳代     65     22     24     27     21     30     26      1      4      1

  100.0   33.8   36.9   41.5   32.3   46.2   40.0    1.5    6.2    1.5

70歳代以上    123     31     34     58     33     40     40      3     16     14

  100.0   25.2   27.6   47.2   26.8   32.5   32.5    2.4   13.0   11.4

上段：実数　下段：割合
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避難所の運営、運営方針の決定などにおいて、女性と男性

がともに参加すること

男女別トイレや洗濯干し場、授乳室、更衣室など、避難者

のニーズに配慮すること

生理用品や育児・介護用品などがスムーズに配布されるよ

うに体制を整えること

女性は炊き出し、男性は力仕事といった固定的な性別役割

分担意識の解消

悩みや避難所生活上の問題を受け付ける窓口の設置

性暴力等の被害を発生させないための取り組み及び被害者

へのケア体制の充実

LGBT・性的マイノリティへの配慮

その他

無回答

61.0%

68.1%

59.3%

31.0%

49.6%

32.8%

28.4%

1.7%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１１ 災害時について 

 

 

 

災害時の避難所運営について必要なことは、「男女別トイレや洗濯干し場、授乳室、更衣室など、

避難者のニーズに配慮すること」が 68.1%で最も高く、次いで「避難所の運営、運営方針の決定な

どにおいて、女性と男性がともに参加すること」が 61.0%、「生理用品や育児・介護用品などがスム

ーズに配布されるように体制を整えること」が 59.3%、「悩みや避難所生活上の問題を受け付ける

窓口の設置」が 49.6%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 14.あなたは、災害時の避難所運営についてどのようなことが必要だと思いますか。（あては

まるものすべてに〇） 

n=464 
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男女別では、「避難所の運営、運営方針の決定などにおいて、女性と男性がともに参加すること」

が男性で、「生理用品や育児・介護用品などがスムーズに配布されるように体制を整えること」が女

性でやや高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

  

 件

数

避

難

所

の

運

営

、

運

営

方

針

の

決

定

な

ど

に

お

い

て

、

女

性

と

男

性

が

と

も

に

参

加

す

る

こ

と

男

女

別

ト

イ

レ

や

洗

濯

干

し

場

、

授

乳

室

、

更

衣

室

な

ど

、

避

難

者

の

ニ

ー

ズ

に

配

慮

す

る

こ

と

生

理

用

品

や

育

児

・

介

護

用

品

な

ど

が

ス

ム

ー

ズ

に

配

布

さ

れ

る

よ

う

に

体

制

を

整

え

る

こ

と

女

性

は

炊

き

出

し

、

男

性

は

力

仕

事

と

い

っ

た

固

定

的

な

性

別

役

割

分

担

意

識

の

解

消

悩

み

や

避

難

所

生

活

上

の

問

題

を

受

け

付

け

る

窓

口

の

設

置

性

暴

力

等

の

被

害

を

発

生

さ

せ

な

い

た

め

の

取

り

組

み

及

び

被

害

者

へ

の

ケ

ア

体

制

の

充

実

L

G

B

T

・

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

へ

の

配

慮

そ

の

他

無

回

答

全　体    464    283    316    275    144    230    152    132      8     41

  100.0   61.0   68.1   59.3   31.0   49.6   32.8   28.4    1.7    8.8

男性    167    108    115     92     54     80     52     43      4     10

  100.0   64.7   68.9   55.1   32.3   47.9   31.1   25.7    2.4    6.0

女性    255    152    176    168     77    135     92     81      4     21

  100.0   59.6   69.0   65.9   30.2   52.9   36.1   31.8    1.6    8.2

上段：実数　下段：割合

 件

数

避

難

所

の

運

営

、

運

営

方

針

の

決

定

な

ど

に

お

い

て

、

女

性

と

男

性

が

と

も

に

参

加

す

る

こ

と

男

女

別

ト

イ

レ

や

洗

濯

干

し

場

、

授

乳

室

、

更

衣

室

な

ど

、

避

難

者

の

ニ

ー

ズ

に

配

慮

す

る

こ

と

生

理

用

品

や

育

児

・

介

護

用

品

な

ど

が

ス

ム

ー

ズ

に

配

布

さ

れ

る

よ

う

に

体

制

を

整

え

る

こ

と

女

性

は

炊

き

出

し

、

男

性

は

力

仕

事

と

い

っ

た

固

定

的

な

性

別

役

割

分

担

意

識

の

解

消

悩

み

や

避

難

所

生

活

上

の

問

題

を

受

け

付

け

る

窓

口

の

設

置

性

暴

力

等

の

被

害

を

発

生

さ

せ

な

い

た

め

の

取

り

組

み

及

び

被

害

者

へ

の

ケ

ア

体

制

の

充

実

L

G

B

T

・

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

へ

の

配

慮

そ

の

他

無

回

答

全　体    464    283    316    275    144    230    152    132      8     41

  100.0   61.0   68.1   59.3   31.0   49.6   32.8   28.4    1.7    8.8

10歳代      1      1      -      -      -      -      -      -      -      -

  100.0  100.0      -      -      -      -      -      -      -      -

20歳代     12      7     12     10      6      6      7      7      -      -

  100.0   58.3  100.0   83.3   50.0   50.0   58.3   58.3      -      -

30歳代     21     13     18     17      4      9     13      9      3      -

  100.0   61.9   85.7   81.0   19.0   42.9   61.9   42.9   14.3      -

40歳代     22     12     18     13     12      9     12     10      1      1

  100.0   54.5   81.8   59.1   54.5   40.9   54.5   45.5    4.5    4.5

50歳代     67     38     46     40     19     30     21     21      1      3

  100.0   56.7   68.7   59.7   28.4   44.8   31.3   31.3    1.5    4.5

60歳代     86     58     66     61     25     47     28     30      -      3

  100.0   67.4   76.7   70.9   29.1   54.7   32.6   34.9      -    3.5

70歳代以上    226    138    140    127     66    117     65     48      3     25

  100.0   61.1   61.9   56.2   29.2   51.8   28.8   21.2    1.3   11.1

上段：実数　下段：割合
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高くなっている

低くなっている

どちらとも言えない

わからない

無回答

15.3%

1.7%

44.6%

34.3%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１２ 人権全般に対する意識について 

 

 

 

国民（町民）一人ひとりの人権意識について 5 年前との比較では、「どちらとも言えない」が 44.6%

で最も高く、次いで「高くなっている」が 15.3%、「低くなっている」が 1.7%となっている。また

「わからない」は 34.3%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

  

問 15.国民（町民）一人ひとりの人権意識は、5 年前に比べて高くなっていると思いますか。

（〇は 1 つ） 

n=464 

 件

数

高

く

な

っ

て

い

る

低

く

な

っ

て

い

る

ど

ち

ら

と

も

言

え

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464     71      8    207    159     19

  100.0   15.3    1.7   44.6   34.3    4.1

男性    167     34      4     77     49      3

  100.0   20.4    2.4   46.1   29.3    1.8

女性    255     32      4    115     95      9

  100.0   12.5    1.6   45.1   37.3    3.5

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

  

 件

数

高

く

な

っ

て

い

る

低

く

な

っ

て

い

る

ど

ち

ら

と

も

言

え

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464     71      8    207    159     19

  100.0   15.3    1.7   44.6   34.3    4.1

10歳代      1      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      2      -      6      4      -

  100.0   16.7      -   50.0   33.3      -

30歳代     21      2      2      6     11      -

  100.0    9.5    9.5   28.6   52.4      -

40歳代     22      3      -      7     12      -

  100.0   13.6      -   31.8   54.5      -

50歳代     67     11      1     31     22      2

  100.0   16.4    1.5   46.3   32.8    3.0

60歳代     86     16      -     43     26      1

  100.0   18.6      -   50.0   30.2    1.2

70歳代以上    226     33      5    103     76      9

  100.0   14.6    2.2   45.6   33.6    4.0

上段：実数　下段：割合
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女性の人権

子どもの人権

高齢者の人権

障がい者の人権

同和問題（部落差別）

外国人の人権  

新たな感染症患者及び、エイズ患者等の家族等の人権  

刑を終えて出所した人の人権

犯罪被害者の人権 

インターネット（パソコンや携帯電話）による人権侵害

生活困窮者やホームレスの人権

LGBT・性的マイノリティの人権 

その他

特にない

わからない

無回答

26.1%

27.8%

35.1%

37.7%

11.9%

12.1%

21.1%

9.1%

15.1%

28.4%

14.7%

13.1%

0.6%

10.6%

13.6%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40%

 

 

 

関心のある人権問題は、「障がい者の人権」が 37.7%で最も高く、次いで「高齢者の人権」が 35.1%、

「インターネット（パソコンや携帯電話）による人権侵害」が 28.4%、「子どもの人権が 27.8%と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 16.いまの日本の社会には様々な人権問題がありますが、あなたが関心のあるものはどれで

すか。（あてはまるものすべてに〇） 

n=464 
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男女別では、「障がい者の人権」で男性が、「高齢者の人権」で女性が最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別では、「インターネット（パソコンや携帯電話）による人権侵害」が 50 歳代で、「障がい者

の人権」が 60 歳代で、「高齢者の人権」が 70 歳代以上で最も高くなっている。 

 

 

 

 

  

 件

数

女

性

の

人

権

子

ど

も

の

人

権

高

齢

者

の

人

権

障

が

い

者

の

人

権

同

和

問

題

（

部

落

差

別

）

外

国

人

の

人

権

新

た

な

感

染

症

患

者

及

び

、

エ

イ

ズ

患

者

・

Ｈ

Ｉ

Ｖ

感

染

者

・

ハ

ン

セ

ン

病

患

者

や

家

族

等

の

人

権

刑

を

終

え

て

出

所

し

た

人

の

人

権

犯

罪

被

害

者

の

人

権

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

（

パ

ソ

コ

ン

や

携

帯

電

話

）

に

よ

る

人

権

侵

害

生

活

困

窮

者

や

ホ

ー

ム

レ

ス

の

人

権 L

G

B

T

・

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

の

人

権

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    121    129    163    175     55     56     98     42     70    132     68     61      3     49     63     18

  100.0   26.1   27.8   35.1   37.7   11.9   12.1   21.1    9.1   15.1   28.4   14.7   13.1    0.6   10.6   13.6    3.9

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      4      3      2      1      4      2      -      -      -      2      1      3      -      2      3      -

  100.0   33.3   25.0   16.7    8.3   33.3   16.7      -      -      -   16.7    8.3   25.0      -   16.7   25.0      -

30歳代     21      5      7      1      5      3      4      4      3      5      4      3      5      1      4      7      -

  100.0   23.8   33.3    4.8   23.8   14.3   19.0   19.0   14.3   23.8   19.0   14.3   23.8    4.8   19.0   33.3      -

40歳代     22      7      7      5      8      2      3      3      3      6      9      1      7      -      4      2      -

  100.0   31.8   31.8   22.7   36.4    9.1   13.6   13.6   13.6   27.3   40.9    4.5   31.8      -   18.2    9.1      -

50歳代     67     18     24     15     24      8      8     12      6      8     28     11      8      1      6      7      -

  100.0   26.9   35.8   22.4   35.8   11.9   11.9   17.9    9.0   11.9   41.8   16.4   11.9    1.5    9.0   10.4      -

60歳代     86     21     29     34     39     11     15     19     10     18     37     19     15      -      4     12      1

  100.0   24.4   33.7   39.5   45.3   12.8   17.4   22.1   11.6   20.9   43.0   22.1   17.4      -    4.7   14.0    1.2

70歳代以上    226     61     56    100     91     25     22     56     17     32     46     31     17      1     25     28      9

  100.0   27.0   24.8   44.2   40.3   11.1    9.7   24.8    7.5   14.2   20.4   13.7    7.5    0.4   11.1   12.4    4.0

上段：実数　下段：割合

 件

数

女

性

の

人

権

子

ど

も

の

人

権

高

齢

者

の

人

権

障

が

い

者

の

人

権

同

和

問

題

（

部

落

差

別

）

外

国

人

の

人

権

新

た

な

感

染

症

患

者

及

び

、

エ

イ

ズ

患

者

・

Ｈ

Ｉ

Ｖ

感

染

者

・

ハ

ン

セ

ン

病

患

者

や

家

族

等

の

人

権

刑

を

終

え

て

出

所

し

た

人

の

人

権

犯

罪

被

害

者

の

人

権

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

（

パ

ソ

コ

ン

や

携

帯

電

話

）

に

よ

る

人

権

侵

害

生

活

困

窮

者

や

ホ

ー

ム

レ

ス

の

人

権 L

G

B

T

・

性

的

マ

イ

ノ

リ

テ

ィ

の

人

権

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    121    129    163    175     55     56     98     42     70    132     68     61      3     49     63     18

  100.0   26.1   27.8   35.1   37.7   11.9   12.1   21.1    9.1   15.1   28.4   14.7   13.1    0.6   10.6   13.6    3.9

男性    167     44     56     57     67     22     20     33     14     29     55     27     21      -     19     18      1

  100.0   26.3   33.5   34.1   40.1   13.2   12.0   19.8    8.4   17.4   32.9   16.2   12.6      -   11.4   10.8    0.6

女性    255     70     67     98     97     28     31     60     24     40     65     38     33      3     25     39      8

  100.0   27.5   26.3   38.4   38.0   11.0   12.2   23.5    9.4   15.7   25.5   14.9   12.9    1.2    9.8   15.3    3.1

上段：実数　下段：割合
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【経年比較】 

経年比較では、共通である 11 選択肢のうち、「新たな感染症患者及び、エイズ患者等の家族等の

人権」以外の 10 項目が今回調査で減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※新たな感染症患者及び、エイズ患者等の家族等の人権（平成４年調査） 

ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者等の人権（平成 30 年調査）は同一とみなして表記。 

 グラフ内の「－」表記は平成 30 年調査には含まれていない選択肢。 

  

女性の人権

子どもの人権

高齢者の人権

障がい者の人権

同和問題（部落差別）

外国人の人権

新たな感染症患者及び、エイズ患者・ＨＩＶ

感染者・ハンセン病患者や家族等の人権

刑を終えて出所した人の人権
-

犯罪被害者の人権

インターネット（パソコンや携帯電話）によ

る人権侵害

生活困窮者やホームレスの人権
-

LGBT・性的マイノリティの人権
-

その他

特にない

わからない
-

無回答
-

26.1%

27.8%

35.1%

37.7%

11.9%

12.1%

21.1%

9.1%

15.1%

28.4%

14.7%

13.1%

0.6%

10.6%

13.6%

3.9%

38.3%

37.7%

55.9%

50.0%

24.1%

13.3%

15.6%

25.3%

32.0%

2.4%

14.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

令和４年調査 n=464

平成30年調査 n=587
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ある

ない

わからない

無回答

22.2%

54.3%

19.0%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１３ 人権の侵害について 

 

 

 

日常生活での人権が侵害されたと感じる経験は、「ある」が 22.2%、「ない」が 54.3%、「わから

ない」が 19.0%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 17.あなたは、日常の生活の中で、あなた自身またはあなたの身近な人（家族・友人など）

の人権が侵害されたと感じたことがありますか。（〇は 1 つ） 

n=464 

 件

数

あ

る

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    103    252     88     21

  100.0   22.2   54.3   19.0    4.5

男性    167     34     97     32      4

  100.0   20.4   58.1   19.2    2.4

女性    255     62    134     49     10

  100.0   24.3   52.5   19.2    3.9

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

経年比較では、あまり差はみられなかった。 

 

  

 件

数

あ

る

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    103    252     88     21

  100.0   22.2   54.3   19.0    4.5

10歳代      1      -      -      1      -

  100.0      -      -  100.0      -

20歳代     12      3      6      3      -

  100.0   25.0   50.0   25.0      -

30歳代     21      5     11      5      -

  100.0   23.8   52.4   23.8      -

40歳代     22      8     11      3      -

  100.0   36.4   50.0   13.6      -

50歳代     67     21     33     12      1

  100.0   31.3   49.3   17.9    1.5

60歳代     86     17     55     13      1

  100.0   19.8   64.0   15.1    1.2

70歳代以上    226     44    122     47     13

  100.0   19.5   54.0   20.8    5.8

上段：実数　下段：割合

ある

ない

わからない

無回答

22.2%

54.3%

19.0%

4.5%

22.6%

53.2%

20.1%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

令和４年調査 n=464

平成30年調査 n=587
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あらぬ噂をたてられたり、他人から悪口や陰口を言われた

名誉・信用を傷つけられたり、侮辱された

人格や尊厳を傷つけられるいやがらせ（モラル・ハラスメン

ト等）を受けた

職場での不当な待遇、いじめ・いやがらせ（パワー・ハラス

メント等）を受けた

人種・信条・性別の違いなどにより、不平等または不利益な

扱いを受けた

プライバシーの侵害を受けた

インターネットを悪用し、差別的な情報を掲載された

性的いやがらせ（セクシュアル・ハラスメント）を受けた

夫婦間や交際相手からの暴力（身体・精神）を受けた

ストーカー被害を受けた

学校、地域などで仲間はずれにされた

性自認、性的指向を他人に暴露された（アウティング）

無回答

52.4%

29.1%

31.1%

29.1%

4.9%

19.4%

1.0%

1.9%

4.9%

1.9%

15.5%

1.0%

9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

 

 

 

人権が侵害されたと感じる内容は、「あらぬ噂を立てられたり、他人から悪口や陰口を言われた」

が 52.4%と最も高く、次いで「人格や尊厳を傷つけられるいやがらせ（モラル・ハラスメント等）

を受けた」が 31.1%、「名誉・信用を傷つけられたり、侮辱された」「職場での不当な待遇、いじめ・

いやがらせ（パワー・ハラスメント等）を受けた」が 29.1%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 17-1. 問 17 で「人権が侵害されたと感じたことがある」と回答された方に伺います。それ

はどのような内容ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

n=103 
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男女別では、「名誉・信用を傷つけられたり、侮辱された」が男性でやや高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別では、「名誉・信用を傷つけられたり、侮辱された」が 70 歳代以上でやや高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

 件

数

あ

ら

ぬ

噂

を

た

て

ら

れ

た

り

、

他

人

か

ら

悪

口

や

陰

口

を

言

わ

れ

た

名

誉

・

信

用

を

傷

つ

け

ら

れ

た

り

、

侮

辱

さ

れ

た

人

格

や

尊

厳

を

傷

つ

け

ら

れ

る

い

や

が

ら

せ

（

モ

ラ

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

等

）

を

受

け

た

職

場

で

の

不

当

な

待

遇

、

い

じ

め

・

い

や

が

ら

せ

（

パ

ワ

ー

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

等

）

を

受

け

た

人

種

・

信

条

・

性

別

の

違

い

な

ど

に

よ

り

、

不

平

等

ま

た

は

不

利

益

な

扱

い

を

受

け

た

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

の

侵

害

を

受

け

た イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

を

悪

用

し

、

差

別

的

な

情

報

を

掲

載

さ

れ

た

性

的

い

や

が

ら

せ

（

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

）

を

受

け

た

夫

婦

間

や

交

際

相

手

か

ら

の

暴

力

（

身

体

・

精

神

）

を

受

け

た

ス

ト

ー

カ

ー

被

害

を

受

け

た

学

校

、

地

域

な

ど

で

仲

間

は

ず

れ

に

さ

れ

た

性

自

認

、

性

的

指

向

を

他

人

に

暴

露

さ

れ

た

（

ア

ウ

テ

ィ

ン

グ

）

無

回

答

全　体    103     54     30     32     30      5     20      1      2      5      2     16      1     10

  100.0   52.4   29.1   31.1   29.1    4.9   19.4    1.0    1.9    4.9    1.9   15.5    1.0    9.7

男性     34     19     16     11     10      3      9      1      -      1      1      7      -      2

  100.0   55.9   47.1   32.4   29.4    8.8   26.5    2.9      -    2.9    2.9   20.6      -    5.9

女性     62     31     13     18     18      2      9      -      2      4      1      8      1      8

  100.0   50.0   21.0   29.0   29.0    3.2   14.5      -    3.2    6.5    1.6   12.9    1.6   12.9

上段：実数　下段：割合

 件

数

あ

ら

ぬ

噂

を

た

て

ら

れ

た

り

、

他

人

か

ら

悪

口

や

陰

口

を

言

わ

れ

た

名

誉

・

信

用

を

傷

つ

け

ら

れ

た

り

、

侮

辱

さ

れ

た

人

格

や

尊

厳

を

傷

つ

け

ら

れ

る

い

や

が

ら

せ

（

モ

ラ

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

等

）

を

受

け

た

職

場

で

の

不

当

な

待

遇

、

い

じ

め

・

い

や

が

ら

せ

（

パ

ワ

ー

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

等

）

を

受

け

た

人

種

・

信

条

・

性

別

の

違

い

な

ど

に

よ

り

、

不

平

等

ま

た

は

不

利

益

な

扱

い

を

受

け

た

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

の

侵

害

を

受

け

た イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

を

悪

用

し

、

差

別

的

な

情

報

を

掲

載

さ

れ

た

性

的

い

や

が

ら

せ

（

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

）

を

受

け

た

夫

婦

間

や

交

際

相

手

か

ら

の

暴

力

（

身

体

・

精

神

）

を

受

け

た

ス

ト

ー

カ

ー

被

害

を

受

け

た

学

校

、

地

域

な

ど

で

仲

間

は

ず

れ

に

さ

れ

た

性

自

認

、

性

的

指

向

を

他

人

に

暴

露

さ

れ

た

（

ア

ウ

テ

ィ

ン

グ

）

無

回

答

全　体    103     54     30     32     30      5     20      1      2      5      2     16      1     10

  100.0   52.4   29.1   31.1   29.1    4.9   19.4    1.0    1.9    4.9    1.9   15.5    1.0    9.7

20歳代      3      1      1      1      -      -      1      -      -      1      -      2      -      -

  100.0   33.3   33.3   33.3      -      -   33.3      -      -   33.3      -   66.7      -      -

30歳代      5      4      1      2      2      -      1      -      1      1      -      1      -      -

  100.0   80.0   20.0   40.0   40.0      -   20.0      -   20.0   20.0      -   20.0      -      -

40歳代      8      6      2      4      2      -      2      -      -      -      1      4      -      -

  100.0   75.0   25.0   50.0   25.0      -   25.0      -      -      -   12.5   50.0      -      -

50歳代     21      8      5      8      9      1      5      -      1      1      -      2      1      1

  100.0   38.1   23.8   38.1   42.9    4.8   23.8      -    4.8    4.8      -    9.5    4.8    4.8

60歳代     17      8      4      7      6      3      2      -      -      -      -      2      -      -

  100.0   47.1   23.5   41.2   35.3   17.6   11.8      -      -      -      -   11.8      -      -

70歳代以上     44     23     16      9     10      1      7      1      -      2      1      5      -      9

  100.0   52.3   36.4   20.5   22.7    2.3   15.9    2.3      -    4.5    2.3   11.4      -   20.5

上段：実数　下段：割合
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友人・家族等の身近な人に相談する

弁護士に相談する

人権擁護委員、民生委員、児童委員に相談する

婦人相談所等の県の機関に相談する

都道府県や市町村の相談窓口に相談する

警察に相談する

相手に抗議する

我慢する

わからない

無回答 

45.9%

3.2%

4.3%

0.4%

5.0%

1.5%

5.4%

6.5%

11.6%

16.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 

 

 

人権が侵害されたと感じた場合の対応は、「友人・家族等の身近な人に相談する」が 45.9%と最

も高くなっている。また「我慢する」が 6.5%、「相手に抗議する」が 5.4%、「都道府県や市町村の

相談窓口に相談する」が 5.0%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

  

問 18.もし、あなたがご自身の人権を侵害されたと感じたと感じた場合、まず、どのような対

応をしますか。（〇は 1 つ） 

n=464 

 件

数

友

人

・

家

族

等

の

身

近

な

人

に

相

談

す

る

弁

護

士

に

相

談

す

る

人

権

擁

護

委

員

、

民

生

委

員

、

児

童

委

員

に

相

談

す

る

婦

人

相

談

所

等

の

県

の

機

関

に

相

談

す

る

都

道

府

県

や

市

町

村

の

相

談

窓

口

に

相

談

す

る

警

察

に

相

談

す

る

相

手

に

抗

議

す

る

我

慢

す

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    213     15     20      2     23      7     25     30     54     75

  100.0   45.9    3.2    4.3    0.4    5.0    1.5    5.4    6.5   11.6   16.2

男性    167     56      8     11      -     16      4     15      7     23     27

  100.0   33.5    4.8    6.6      -    9.6    2.4    9.0    4.2   13.8   16.2

女性    255    136      5      8      2      6      3      8     23     27     37

  100.0   53.3    2.0    3.1    0.8    2.4    1.2    3.1    9.0   10.6   14.5

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

経年比較では、「友人・家族等の身近な人に相談する」が今回調査で減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 件

数

友

人

・

家

族

等

の

身

近

な

人

に

相

談

す

る

弁

護

士

に

相

談

す

る

人

権

擁

護

委

員

、

民

生

委

員

、

児

童

委

員

に

相

談

す

る

婦

人

相

談

所

等

の

県

の

機

関

に

相

談

す

る

都

道

府

県

や

市

町

村

の

相

談

窓

口

に

相

談

す

る

警

察

に

相

談

す

る

相

手

に

抗

議

す

る

我

慢

す

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    213     15     20      2     23      7     25     30     54     75

  100.0   45.9    3.2    4.3    0.4    5.0    1.5    5.4    6.5   11.6   16.2

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      7      1      -      -      -      -      -      2      2      -

  100.0   58.3    8.3      -      -      -      -      -   16.7   16.7      -

30歳代     21     10      1      1      -      -      -      3      3      2      1

  100.0   47.6    4.8    4.8      -      -      -   14.3   14.3    9.5    4.8

40歳代     22      6      2      -      -      -      -      3      5      4      2

  100.0   27.3    9.1      -      -      -      -   13.6   22.7   18.2    9.1

50歳代     67     36      3      2      -      4      1      3      6     10      2

  100.0   53.7    4.5    3.0      -    6.0    1.5    4.5    9.0   14.9    3.0

60歳代     86     40      -      3      1      8      -      7      5     10     12

  100.0   46.5      -    3.5    1.2    9.3      -    8.1    5.8   11.6   14.0

70歳代以上    226    101      6     13      1     11      6      7      9     24     48

  100.0   44.7    2.7    5.8    0.4    4.9    2.7    3.1    4.0   10.6   21.2

上段：実数　下段：割合

友人・家族等の身近な人に相談する

弁護士に相談する

人権擁護委員、民生委員、児童委員に相談

する

婦人相談所等の県の機関に相談する

都道府県や市町村の相談窓口に相談する

警察に相談する

相手に抗議する

我慢する

わからない

無回答

45.9%

3.2%

4.3%

0.4%

5.0%

1.5%

5.4%

6.5%

11.6%

16.2%

54.0%

2.9%

3.8%

0.3%

4.2%

2.2%

5.7%

6.9%

13.0%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

令和４年調査

平成30年調査
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当人同士の合意があればよく、周囲の意見に左右

されるべきではない

家族や周囲の人の意見も無視できないが、当人同

士の合意が、より尊重されるべき

当人同士の合意も無視できないが、家族や周囲の

人の意見が、より尊重されるべき

家族や周囲の人の意見が尊重されるべきである

無回答

21.1%

66.4%

1.9%

1.1%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

 

 

結婚についての考えは、「家族や周囲の人の意見も無視できないが、当人同士の合意が、より尊重

されるべき」が 66.4%で最も高く、次いで「当人同士の合意があればよく、周囲の意見に左右され

るべきではない」が 21.1%になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

  

問 19.あなたは、結婚についてどのように考えますか。（〇は 1 つ） 

n=464 

 件

数

当

人

同

士

の

合

意

が

あ

れ

ば

よ

く

、

周

囲

の

意

見

に

左

右

さ

れ

る

べ

き

で

は

な

い

家

族

や

周

囲

の

人

の

意

見

も

無

視

で

き

な

い

が

、

当

人

同

士

の

合

意

が

、

よ

り

尊

重

さ

れ

る

べ

き

当

人

同

士

の

合

意

も

無

視

で

き

な

い

が

、

家

族

や

周

囲

の

人

の

意

見

が

、

よ

り

尊

重

さ

れ

る

べ

き

家

族

や

周

囲

の

人

の

意

見

が

尊

重

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

無

回

答

全　体    464     98    308      9      5     44

  100.0   21.1   66.4    1.9    1.1    9.5

男性    167     42    110      3      1     11

  100.0   25.1   65.9    1.8    0.6    6.6

女性    255     47    178      4      2     24

  100.0   18.4   69.8    1.6    0.8    9.4

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、「当人同士の合意があればよく、周囲の意見に左右されるべきではない」が若い年代

でやや高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

経年比較では、「当人同士の合意があればよく、周囲の意見に左右されるべきではない」が今回調

査でわずかに増加している。 

 

 

 

  

 件

数

当

人

同

士

の

合

意

が

あ

れ

ば

よ

く

、

周

囲

の

意

見

に

左

右

さ

れ

る

べ

き

で

は

な

い

家

族

や

周

囲

の

人

の

意

見

も

無

視

で

き

な

い

が

、

当

人

同

士

の

合

意

が

、

よ

り

尊

重

さ

れ

る

べ

き

当

人

同

士

の

合

意

も

無

視

で

き

な

い

が

、

家

族

や

周

囲

の

人

の

意

見

が

、

よ

り

尊

重

さ

れ

る

べ

き

家

族

や

周

囲

の

人

の

意

見

が

尊

重

さ

れ

る

べ

き

で

あ

る

無

回

答

全　体    464     98    308      9      5     44

  100.0   21.1   66.4    1.9    1.1    9.5

10歳代      1      1      -      -      -      -

  100.0  100.0      -      -      -      -

20歳代     12      4      7      1      -      -

  100.0   33.3   58.3    8.3      -      -

30歳代     21      7     13      1      -      -

  100.0   33.3   61.9    4.8      -      -

40歳代     22      8     14      -      -      -

  100.0   36.4   63.6      -      -      -

50歳代     67     11     52      1      -      3

  100.0   16.4   77.6    1.5      -    4.5

60歳代     86     16     62      2      -      6

  100.0   18.6   72.1    2.3      -    7.0

70歳代以上    226     46    147      3      4     26

  100.0   20.4   65.0    1.3    1.8   11.5

上段：実数　下段：割合

当人同士の合意があればよく、周囲の意見

に左右されるべきではない

家族や周囲の人の意見も無視できないが、

当人同士の合意が、より尊重されるべき

当人同士の合意も無視できないが、家族や

周囲の人の意見が、より尊重されるべき

家族や周囲の人の意見が尊重されるべきで

ある

無回答
-

21.1%

66.4%

1.9%

1.1%

9.5%

16.0%

68.0%

5.1%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

令和４年調査 n=464

平成30年調査 n=587
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職場での差別待遇（採用、昇格、賃金など）

売春・買春・援助交際

レイプ（強姦）など女性への性暴力

夫婦間や交際相手からの暴力（身体・精神）

職場や学校などにおける性的いやがらせ（セク

シュアル・ハラスメント）

妊婦へのいやがらせ（マタニティハラスメント）

女性のヌード写真を掲載した雑誌、アダルトＤＶ

Ｄなど

その他

特にない

無回答

45.7%

18.3%

33.4%

25.0%

26.7%

14.4%

12.9%

1.9%

21.3%

11.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１４ さまざまな人権侵害について 

 

 

 

女性の人権が尊重されていないと感じる行為は、「職場での差別待遇（採用、昇格、賃金など）」が

45.7%で最も高く、次いで「レイプ（強姦）など女性への性暴力」が 33.4%、「職場や学校などに

おける性的いやがらせ（セクシュアル・ハラスメント）」が 26.7%、「夫婦間や交際相手からの暴力

（身体・精神）」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 20.あなたは、女性の人権が尊重されていないと感じるのはどのような行為に対してです

か。（あてはまるものすべてに〇） 

n=464 
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男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別では、「レイプ（強姦）など女性への性暴力」が 40 歳代で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

 件

数

職

場

で

の

差

別

待

遇

（

採

用

、

昇

格

、

賃

金

な

ど

）

売

春

・

買

春

・

援

助

交

際

レ

イ

プ

（

強

姦

）

な

ど

女

性

へ

の

性

暴

力

夫

婦

間

や

交

際

相

手

か

ら

の

暴

力

（

身

体

・

精

神

）

職

場

や

学

校

な

ど

に

お

け

る

性

的

い

や

が

ら

せ

（

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

）

妊

婦

へ

の

い

や

が

ら

せ

（

マ

タ

ニ

テ

ィ

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

）

女

性

の

ヌ

ー

ド

写

真

を

掲

載

し

た

雑

誌

、

ア

ダ

ル

ト

Ｄ

Ｖ

Ｄ

な

ど そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    464    212     85    155    116    124     67     60      9     99     51

  100.0   45.7   18.3   33.4   25.0   26.7   14.4   12.9    1.9   21.3   11.0

男性    167     90     27     55     39     43     22     17      3     36     10

  100.0   53.9   16.2   32.9   23.4   25.7   13.2   10.2    1.8   21.6    6.0

女性    255    110     51     91     71     72     39     38      4     56     27

  100.0   43.1   20.0   35.7   27.8   28.2   15.3   14.9    1.6   22.0   10.6

上段：実数　下段：割合

 件

数

職

場

で

の

差

別

待

遇

（

採

用

、

昇

格

、

賃

金

な

ど

）

売

春

・

買

春

・

援

助

交

際

レ

イ

プ

（

強

姦

）

な

ど

女

性

へ

の

性

暴

力

夫

婦

間

や

交

際

相

手

か

ら

の

暴

力

（

身

体

・

精

神

）

職

場

や

学

校

な

ど

に

お

け

る

性

的

い

や

が

ら

せ

（

セ

ク

シ

ュ

ア

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

）

妊

婦

へ

の

い

や

が

ら

せ

（

マ

タ

ニ

テ

ィ

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

）

女

性

の

ヌ

ー

ド

写

真

を

掲

載

し

た

雑

誌

、

ア

ダ

ル

ト

Ｄ

Ｖ

Ｄ

な

ど そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    464    212     85    155    116    124     67     60      9     99     51

  100.0   45.7   18.3   33.4   25.0   26.7   14.4   12.9    1.9   21.3   11.0

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      7      2      4      4      4      4      1      -      3      -

  100.0   58.3   16.7   33.3   33.3   33.3   33.3    8.3      -   25.0      -

30歳代     21     10      4      9      4      5      7      2      3      5      -

  100.0   47.6   19.0   42.9   19.0   23.8   33.3    9.5   14.3   23.8      -

40歳代     22     11      7     13      5      8      3      3      -      3      -

  100.0   50.0   31.8   59.1   22.7   36.4   13.6   13.6      -   13.6      -

50歳代     67     39     12     29     19     23     10      9      -      5      3

  100.0   58.2   17.9   43.3   28.4   34.3   14.9   13.4      -    7.5    4.5

60歳代     86     46     17     36     26     27     15     12      3     17      3

  100.0   53.5   19.8   41.9   30.2   31.4   17.4   14.0    3.5   19.8    3.5

70歳代以上    226     92     39     58     53     51     23     29      3     60     33

  100.0   40.7   17.3   25.7   23.5   22.6   10.2   12.8    1.3   26.5   14.6

上段：実数　下段：割合
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【経年比較】 

経年比較では、平成 30 年調査と共通する６項目すべてが今回調査で減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフ内の「－」表記は平成 30 年調査には含まれていない選択肢。 

 

  

職場での差別待遇（採用、昇格、賃金な

ど）

売春・買春・援助交際

レイプ（強姦）など女性への性暴力

夫婦間や交際相手からの暴力（身体・精

神）

職場や学校などにおける性的いやがらせ

（セクシュアル・ハラスメント）

妊婦へのいやがらせ（マタニティハラスメ

ント） -

女性のヌード写真を掲載した雑誌、アダル

トＤＶＤなど

その他
-

特にない
-

無回答
-

45.7%

18.3%

33.4%

25.0%

26.7%

14.4%

12.9%

1.9%

21.3%

11.0%

48.6%

20.7%

37.2%

30.6%

30.3%

14.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

令和４年調査 n=464

平成30年調査 n=587
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仲間はずれや無視、身体への直接攻撃や相手

が嫌がることの強制・強要

いじめをしている人や、いじめられている人

を見て見ぬ振りをする

教師による子どもへの体罰

保護者による子どもへの虐待（身体的虐待・

心理的虐待・ネグレクト）

親が子どもに自分の考えを強制し、子どもの

意見を尊重しない

児童買春、児童ポルノ等

貧困による学習等の機会が得られないこと

ヤングケアラー状態になること

その他

特にない

無回答

55.8%

47.2%

30.8%

46.8%

42.7%

24.4%

35.1%

32.3%

0.4%

12.7%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

 

 

 

子どもの人権が尊重されていないと感じる状況は、「仲間はずれや無視、身体への直接攻撃や相手

が嫌がることの強制・強要」が 55.8%で最も高く、次いで「いじめをしている人や、いじめられて

いる人を見て見ぬ振りをする」が 47.2%、「保護者による子どもへの虐待（身体的虐待・心理的虐

待・ネグレクト）」が 46.8%、「親が子どもに自分の考えを強制し、子どもの意見を尊重しない」が

42.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 21.あなたは、子どもの人権が尊重されていないと感じるのはどのような状況に対してです

か。（あてはまるものすべてに〇） 

n=464 
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男女別では、「保護者による子どもへの虐待（身体的虐待・心理的虐待・ネグレクト）」が女性で高

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別では、「仲間はずれや無視、身体への直接攻撃や相手が嫌がることの強制・強要」が 40 歳

代で最も高くなっている。 

 

 

 

  

 件

数

仲

間

は

ず

れ

や

無

視

、

身

体

へ

の

直

接

攻

撃

や

相

手

が

嫌

が

る

こ

と

の

強

制

・

強

要

い

じ

め

を

し

て

い

る

人

や

、

い

じ

め

ら

れ

て

い

る

人

を

見

て

見

ぬ

振

り

を

す

る

教

師

に

よ

る

子

ど

も

へ

の

体

罰 保

護

者

に

よ

る

子

ど

も

へ

の

虐

待

（

身

体

的

虐

待

・

心

理

的

虐

待

・

ネ

グ

レ

ク

ト

）

親

が

子

ど

も

に

自

分

の

考

え

を

強

制

し

、

子

ど

も

の

意

見

を

尊

重

し

な

い

児

童

買

春

、

児

童

ポ

ル

ノ

等

貧

困

に

よ

る

学

習

等

の

機

会

が

得

ら

れ

な

い

こ

と

ヤ

ン

グ

ケ

ア

ラ

ー

状

態

に

な

る

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    464    259    219    143    217    198    113    163    150      2     59     37

  100.0   55.8   47.2   30.8   46.8   42.7   24.4   35.1   32.3    0.4   12.7    8.0

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      9      7      7     10      7      5      5      5      -      -      -

  100.0   75.0   58.3   58.3   83.3   58.3   41.7   41.7   41.7      -      -      -

30歳代     21     13     11     11     11     13      9     10     11      -      3      -

  100.0   61.9   52.4   52.4   52.4   61.9   42.9   47.6   52.4      -   14.3      -

40歳代     22     16     12     12     11     13      5      6      7      -      2      -

  100.0   72.7   54.5   54.5   50.0   59.1   22.7   27.3   31.8      -    9.1      -

50歳代     67     35     32     19     37     31     17     28     28      -      5      2

  100.0   52.2   47.8   28.4   55.2   46.3   25.4   41.8   41.8      -    7.5    3.0

60歳代     86     56     49     23     51     44     25     43     35      1      5      -

  100.0   65.1   57.0   26.7   59.3   51.2   29.1   50.0   40.7    1.2    5.8      -

70歳代以上    226    119     98     67     86     83     49     63     59      1     40     24

  100.0   52.7   43.4   29.6   38.1   36.7   21.7   27.9   26.1    0.4   17.7   10.6

上段：実数　下段：割合

 件

数

仲

間

は

ず

れ

や

無

視

、

身

体

へ

の

直

接

攻

撃

や

相

手

が

嫌

が

る

こ

と

の

強

制

・

強

要

い

じ

め

を

し

て

い

る

人

や

、

い

じ

め

ら

れ

て

い

る

人

を

見

て

見

ぬ

振

り

を

す

る

教

師

に

よ

る

子

ど

も

へ

の

体

罰 保

護

者

に

よ

る

子

ど

も

へ

の

虐

待

（

身

体

的

虐

待

・

心

理

的

虐

待

・

ネ

グ

レ

ク

ト

）

親

が

子

ど

も

に

自

分

の

考

え

を

強

制

し

、

子

ど

も

の

意

見

を

尊

重

し

な

い

児

童

買

春

、

児

童

ポ

ル

ノ

等

貧

困

に

よ

る

学

習

等

の

機

会

が

得

ら

れ

な

い

こ

と

ヤ

ン

グ

ケ

ア

ラ

ー

状

態

に

な

る

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    464    259    219    143    217    198    113    163    150      2     59     37

  100.0   55.8   47.2   30.8   46.8   42.7   24.4   35.1   32.3    0.4   12.7    8.0

男性    167     98     83     51     70     76     35     57     40      1     21      5

  100.0   58.7   49.7   30.5   41.9   45.5   21.0   34.1   24.0    0.6   12.6    3.0

女性    255    147    122     88    133    112     73     94    101      -     33     19

  100.0   57.6   47.8   34.5   52.2   43.9   28.6   36.9   39.6      -   12.9    7.5

上段：実数　下段：割合
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【経年比較】 

経年比較では、特にないを除く共通する６項目が今回調査で減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフ内の「－」表記は平成 30 年調査には含まれていない選択肢。 

 

  

仲間はずれや無視、身体への直接攻撃や相

手が嫌がることの強制・強要

いじめをしている人や、いじめられている

人を見て見ぬ振りをする

教師による子どもへの体罰

保護者による子どもへの虐待（身体的虐

待・心理的虐待・ネグレクト）

親が子どもに自分の考えを強制し、子ども

の意見を尊重しない

児童買春、児童ポルノ等
-

貧困による学習等の機会が得られないこと
-

ヤングケアラー状態になること
-

その他
-

特にない
-

無回答
-

55.8%

47.2%

30.8%

46.8%

42.7%

24.4%

35.1%

32.3%

0.4%

12.7%

8.0%

64.4%

56.3%

30.9%

48.1%

43.4%

27.4%

10.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

令和４年調査 n=464

平成30年調査 n=587
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経済的な保障が十分でない

働ける能力を発揮する機会が少ない

施設や在宅サービスが十分でない

道路の段差や、建物の段差などにより、外出

に支障がある

高齢者に冷たい態度をとったり、相手にしな

かったりする

判断能力が十分でない高齢者に、財産管理等

をめぐる権利侵害がある

高齢者の意見や行動を尊重しない

悪徳商法や特殊詐欺などの被害者が多い

その他

特にない

無回答

41.8%

26.7%

32.3%

19.8%

22.6%

16.8%

21.8%

44.0%

1.1%

11.4%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 

 

 

高齢者の人権が尊重されていないと感じる状況は、「悪徳商法や特殊詐欺などの被害者が多い」が

44.0%で最も高く、「経済的保障が十分でない」が 41.8%、「施設や在宅サービスが十分でない」が

32.3%、「働ける能力を発揮する機会が少ない」が 26.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 22.あなたは、高齢者の人権が尊重されていないと感じるのはどのような状況に対してです

か。（あてはまるものすべてに〇） 

n=464 
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男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別では、「施設や在宅サービスが十分でない」が 50 歳代でやや高くなっている。 

 

 

 

  

 件

数

経

済

的

な

保

障

が

十

分

で

な

い 働

け

る

能

力

を

発

揮

す

る

機

会

が

少

な

い

施

設

や

在

宅

サ

ー

ビ

ス

が

十

分

で

な

い

道

路

の

段

差

や

、

建

物

の

段

差

な

ど

に

よ

り

、

外

出

に

支

障

が

あ

る

高

齢

者

に

冷

た

い

態

度

を

と

っ

た

り

、

相

手

に

し

な

か

っ

た

り

す

る

判

断

能

力

が

十

分

で

な

い

高

齢

者

に

、

財

産

管

理

等

を

め

ぐ

る

権

利

侵

害

が

あ

る

高

齢

者

の

意

見

や

行

動

を

尊

重

し

な

い

悪

徳

商

法

や

特

殊

詐

欺

な

ど

の

被

害

者

が

多

い

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    464    194    124    150     92    105     78    101    204      5     53     35

  100.0   41.8   26.7   32.3   19.8   22.6   16.8   21.8   44.0    1.1   11.4    7.5

男性    167     67     57     51     26     41     32     35     77      3     20      4

  100.0   40.1   34.1   30.5   15.6   24.6   19.2   21.0   46.1    1.8   12.0    2.4

女性    255    108     61     90     61     61     41     57    113      2     28     19

  100.0   42.4   23.9   35.3   23.9   23.9   16.1   22.4   44.3    0.8   11.0    7.5

上段：実数　下段：割合

 件

数

経

済

的

な

保

障

が

十

分

で

な

い 働

け

る

能

力

を

発

揮

す

る

機

会

が

少

な

い

施

設

や

在

宅

サ

ー

ビ

ス

が

十

分

で

な

い

道

路

の

段

差

や

、

建

物

の

段

差

な

ど

に

よ

り

、

外

出

に

支

障

が

あ

る

高

齢

者

に

冷

た

い

態

度

を

と

っ

た

り

、

相

手

に

し

な

か

っ

た

り

す

る

判

断

能

力

が

十

分

で

な

い

高

齢

者

に

、

財

産

管

理

等

を

め

ぐ

る

権

利

侵

害

が

あ

る

高

齢

者

の

意

見

や

行

動

を

尊

重

し

な

い

悪

徳

商

法

や

特

殊

詐

欺

な

ど

の

被

害

者

が

多

い

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    464    194    124    150     92    105     78    101    204      5     53     35

  100.0   41.8   26.7   32.3   19.8   22.6   16.8   21.8   44.0    1.1   11.4    7.5

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      5      4      3      3      3      5      3      6      -      1      1

  100.0   41.7   33.3   25.0   25.0   25.0   41.7   25.0   50.0      -    8.3    8.3

30歳代     21     10      8      8      6      5      8      5     12      -      6      -

  100.0   47.6   38.1   38.1   28.6   23.8   38.1   23.8   57.1      -   28.6      -

40歳代     22      9     10     10      4      7      4      4     10      -      2      -

  100.0   40.9   45.5   45.5   18.2   31.8   18.2   18.2   45.5      -    9.1      -

50歳代     67     27     21     29     14     13     12      9     30      -      5      3

  100.0   40.3   31.3   43.3   20.9   19.4   17.9   13.4   44.8      -    7.5    4.5

60歳代     86     41     26     27     18     22     15     22     46      -      7      3

  100.0   47.7   30.2   31.4   20.9   25.6   17.4   25.6   53.5      -    8.1    3.5

70歳代以上    226     89     52     66     43     52     30     50     92      5     29     17

  100.0   39.4   23.0   29.2   19.0   23.0   13.3   22.1   40.7    2.2   12.8    7.5

上段：実数　下段：割合
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【経年比較】 

経年比較では、「道路の段差や、建物の段差などにより、外出に支障がある」、「高齢者に冷たい態

度をとったり、相手にしなかったりする」が、今回調査で 5 ポイント以上減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフ内の「－」表記は平成 30 年調査には含まれていない選択肢。 

 

  

経済的な保障が十分でない

働ける能力を発揮する機会が少ない

施設や在宅サービスが十分でない

道路の段差や、建物の段差などにより、外

出に支障がある

高齢者に冷たい態度をとったり、相手にし

なかったりする

判断能力が十分でない高齢者に、財産管理

等をめぐる権利侵害がある -

高齢者の意見や行動を尊重しない
-

悪徳商法や特殊詐欺などの被害者が多い
-

その他
-

特にない
-

無回答
-

41.8%

26.7%

32.3%

19.8%

22.6%

16.8%

21.8%

44.0%

1.1%

11.4%

7.5%

40.5%

27.4%

31.6%

25.0%

29.2%

15.3%

26.4%

43.0%

10.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和４年調査 n=464

平成30年調査 n=587
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障がい者または障がいについての理解が十分

でない

就職活動や職場において不利な扱いを受ける

施設や在宅サービスが十分でない

知的障がい者や精神障がい者等に、財産管理

等をめぐる権利侵害がある

道路の段差や、建物の段差などにより、外出

に支障がある

スポーツ、レクリエーション、文化・芸術活

動への参加機会が少ない

結婚について周囲が反対する

アパート等への入居が難しい

その他

特にない

無回答

56.5%

35.6%

26.3%

14.9%

22.8%

16.4%

16.8%

15.3%

1.3%

14.7%

8.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

 

 

 

障がい者の人権が尊重されていないと感じる状況は、「障がい者または障がいについての理解が十

分でない」が 56.5%、次いで「就職活動や職場において不利な扱いを受ける」が 35.6%、「施設や

在宅サービスが十分でない」が 26.3%、「道路の段差や、建物の段差などにより、外出に支障があ

る」が 22.8%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 23.あなたは、障がい者の人権が尊重されていないと感じるのはどのような状況に対してで

すか。（あてはまるものすべてに〇） 

n=464 
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男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別では、「結婚について周囲が反対する」が 30 歳代でやや高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 件

数

障

が

い

者

ま

た

は

障

が

い

に

つ

い

て

の

理

解

が

十

分

で

な

い 就

職

活

動

や

職

場

に

お

い

て

不

利

な

扱

い

を

受

け

る

施

設

や

在

宅

サ

ー

ビ

ス

が

十

分

で

な

い

知

的

障

が

い

者

や

精

神

障

が

い

者

等

に

、

財

産

管

理

等

を

め

ぐ

る

権

利

侵

害

が

あ

る

道

路

の

段

差

や

、

建

物

の

段

差

な

ど

に

よ

り

、

外

出

に

支

障

が

あ

る

ス

ポ

ー

ツ

、

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

、

文

化

・

芸

術

活

動

へ

の

参

加

機

会

が

少

な

い

結

婚

に

つ

い

て

周

囲

が

反

対

す

る

ア

パ

ー

ト

等

へ

の

入

居

が

難

し

い

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    464    262    165    122     69    106     76     78     71      6     68     39

  100.0   56.5   35.6   26.3   14.9   22.8   16.4   16.8   15.3    1.3   14.7    8.4

男性    167    101     70     49     33     34     29     40     30      2     21      7

  100.0   60.5   41.9   29.3   19.8   20.4   17.4   24.0   18.0    1.2   12.6    4.2

女性    255    141     84     65     35     65     43     32     37      2     43     20

  100.0   55.3   32.9   25.5   13.7   25.5   16.9   12.5   14.5    0.8   16.9    7.8

上段：実数　下段：割合

 件

数

障

が

い

者

ま

た

は

障

が

い

に

つ

い

て

の

理

解

が

十

分

で

な

い 就

職

活

動

や

職

場

に

お

い

て

不

利

な

扱

い

を

受

け

る

施

設

や

在

宅

サ

ー

ビ

ス

が

十

分

で

な

い

知

的

障

が

い

者

や

精

神

障

が

い

者

等

に

、

財

産

管

理

等

を

め

ぐ

る

権

利

侵

害

が

あ

る

道

路

の

段

差

や

、

建

物

の

段

差

な

ど

に

よ

り

、

外

出

に

支

障

が

あ

る

ス

ポ

ー

ツ

、

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

、

文

化

・

芸

術

活

動

へ

の

参

加

機

会

が

少

な

い

結

婚

に

つ

い

て

周

囲

が

反

対

す

る

ア

パ

ー

ト

等

へ

の

入

居

が

難

し

い

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    464    262    165    122     69    106     76     78     71      6     68     39

  100.0   56.5   35.6   26.3   14.9   22.8   16.4   16.8   15.3    1.3   14.7    8.4

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      7      6      2      1      3      1      3      6      -      -      1

  100.0   58.3   50.0   16.7    8.3   25.0    8.3   25.0   50.0      -      -    8.3

30歳代     21     14      9      6      6      7      6     10      8      -      4      -

  100.0   66.7   42.9   28.6   28.6   33.3   28.6   47.6   38.1      -   19.0      -

40歳代     22     14     10      6      3      5      3      4      4      -      1      -

  100.0   63.6   45.5   27.3   13.6   22.7   13.6   18.2   18.2      -    4.5      -

50歳代     67     47     29     20     12     15      5     15     13      1      7      4

  100.0   70.1   43.3   29.9   17.9   22.4    7.5   22.4   19.4    1.5   10.4    6.0

60歳代     86     57     28     26     15     20     14     12     11      2      8      3

  100.0   66.3   32.6   30.2   17.4   23.3   16.3   14.0   12.8    2.3    9.3    3.5

70歳代以上    226    110     76     57     31     52     43     29     25      3     44     20

  100.0   48.7   33.6   25.2   13.7   23.0   19.0   12.8   11.1    1.3   19.5    8.8

上段：実数　下段：割合
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【経年比較】 

経年比較では、「施設や在宅サービスが十分でない」、「道路の段差や、建物の段差などにより、外

出に支障がある」、「スポーツ、レクリエーション、文化・芸術活動への参加機会が少ない」が、今回

調査で減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフ内の「－」表記は平成 30 年調査には含まれていない選択肢。 

 

 

 

 

 

  

障がい者または障がいについての理解が十

分でない

就職活動や職場において不利な扱いを受け

る

施設や在宅サービスが十分でない

知的障がい者や精神障がい者等に、財産管

理等をめぐる権利侵害がある

道路の段差や、建物の段差などにより、外

出に支障がある

スポーツ、レクリエーション、文化・芸術

活動への参加機会が少ない -

結婚について周囲が反対する
-

アパート等への入居が難しい
-

その他
-

特にない
-

無回答
-

56.5%

35.6%

26.3%

14.9%

22.8%

16.4%

16.8%

15.3%

1.3%

14.7%

8.4%

54.1%

31.5%

28.4%

10.7%

27.9%

18.5%

16.0%

14.8%

17.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

令和４年調査 n=464

平成30年調査 n=587
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相談できる場所が少ない    

就職活動や職場において不利な扱いを受ける

外国人児童生徒への教育が保障されていない

外国語での情報提供が行われていない                  

アパート等への入居が難しい

外国の文化や伝統が理解されていない                  

その他                    

特にない                  

無回答                    

42.2%

26.3%

19.8%

24.8%

14.2%

21.8%

3.9%

27.6%

11.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 

 

 

外国人の人権が尊重されていないと感じる状況は、「相談できる場所が少ない」が 42.2%で最も

高く、次いで「就職活動や職場において不利な扱いを受ける」が 26.3%、「外国語での情報提供が行

われていない」が 24.8%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、「外国の文化や伝統が理解されていない」が男性でやや高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  

問 24.あなたは、外国人の人権が尊重されていないと感じるのはどのような状況に対してです

か。（あてはまるものすべてに〇） 

ｎ=464 

 件

数

相

談

で

き

る

場

所

が

少

な

い

就

職

活

動

や

職

場

に

お

い

て

不

利

な

扱

い

を

受

け

る

外

国

人

児

童

生

徒

へ

の

教

育

が

保

障

さ

れ

て

い

な

い

外

国

語

で

の

情

報

提

供

が

行

わ

れ

て

い

な

い

ア

パ

ー

ト

等

へ

の

入

居

が

難

し

い

外

国

の

文

化

や

伝

統

が

理

解

さ

れ

て

い

な

い

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    464    196    122     92    115     66    101     18    128     55

  100.0   42.2   26.3   19.8   24.8   14.2   21.8    3.9   27.6   11.9

男性    167     75     46     36     45     24     46      4     46     11

  100.0   44.9   27.5   21.6   26.9   14.4   27.5    2.4   27.5    6.6

女性    255    107     68     49     60     38     49     13     74     29

  100.0   42.0   26.7   19.2   23.5   14.9   19.2    5.1   29.0   11.4

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、「外国語での情報提供が行われていない」が 40 歳代でやや高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 件

数

相

談

で

き

る

場

所

が

少

な

い

就

職

活

動

や

職

場

に

お

い

て

不

利

な

扱

い

を

受

け

る

外

国

人

児

童

生

徒

へ

の

教

育

が

保

障

さ

れ

て

い

な

い

外

国

語

で

の

情

報

提

供

が

行

わ

れ

て

い

な

い

ア

パ

ー

ト

等

へ

の

入

居

が

難

し

い

外

国

の

文

化

や

伝

統

が

理

解

さ

れ

て

い

な

い

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    464    196    122     92    115     66    101     18    128     55

  100.0   42.2   26.3   19.8   24.8   14.2   21.8    3.9   27.6   11.9

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      6      5      3      4      3      4      -      3      1

  100.0   50.0   41.7   25.0   33.3   25.0   33.3      -   25.0    8.3

30歳代     21      7      7      5      6      3      7      3      8      -

  100.0   33.3   33.3   23.8   28.6   14.3   33.3   14.3   38.1      -

40歳代     22     11      6      4      8      5      5      1      6      1

  100.0   50.0   27.3   18.2   36.4   22.7   22.7    4.5   27.3    4.5

50歳代     67     37     17     12     17     13     16      -     17      3

  100.0   55.2   25.4   17.9   25.4   19.4   23.9      -   25.4    4.5

60歳代     86     44     32     19     19     13     21      5     20      3

  100.0   51.2   37.2   22.1   22.1   15.1   24.4    5.8   23.3    3.5

70歳代以上    226     84     51     45     55     26     44      8     68     34

  100.0   37.2   22.6   19.9   24.3   11.5   19.5    3.5   30.1   15.0

上段：実数　下段：割合
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人権を守るための啓発活動を推進する

人権相談、電話相談を充実する

自立して生活しやすいまちづくりを推進する

就職機会を確保する

多世代や多国籍の交流を促進する

女性・子どもが被害者になる犯罪の取り締まり

を強化する

安心して外出できるように、建物の設備や公共

交通機関を改善する

家庭内の人間関係を良くする

苦情や相談を解決する制度を充実する

高齢者や障がい、外国人に対する理解教育を進

める

その他

特にない

無回答

31.5%

35.1%

50.4%

31.7%

20.3%

29.7%

27.4%

18.5%

30.4%

29.7%

1.3%

6.3%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１５ 人権を守るための取り組みについて 

 

 

 

女性・子ども・高齢者・外国人の人権を守るために必要なことは、「自立して生活しやすいまちづ

くりを推進する」が 50.4%、「人権相談、電話相談を充実する」が 35.1%、「就職機会を確保する」

が 31.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 25.あなたは、女性・子ども・高齢者・外国人の人権を守るためには、どのようなことが必

要だと思いますか。（あてはまるものすべてに〇） 

n=464 
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男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別では、「就職機会を確保する」が 30 歳代で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  

 件

数

人

権

を

守

る

た

め

の

啓

発

活

動

を

推

進

す

る

人

権

相

談

、

電

話

相

談

を

充

実

す

る

自

立

し

て

生

活

し

や

す

い

ま

ち

づ

く

り

を

推

進

す

る

就

職

機

会

を

確

保

す

る

多

世

代

や

多

国

籍

の

交

流

を

促

進

す

る

女

性

・

子

ど

も

が

被

害

者

に

な

る

犯

罪

の

取

り

締

ま

り

を

強

化

す

る

安

心

し

て

外

出

で

き

る

よ

う

に

、

建

物

の

設

備

や

公

共

交

通

機

関

を

改

善

す

る

家

庭

内

の

人

間

関

係

を

良

く

す

る

苦

情

や

相

談

を

解

決

す

る

制

度

を

充

実

す

る

高

齢

者

や

障

が

い

、

外

国

人

に

対

す

る

理

解

教

育

を

進

め

る

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    464    146    163    234    147     94    138    127     86    141    138      6     29     37

  100.0   31.5   35.1   50.4   31.7   20.3   29.7   27.4   18.5   30.4   29.7    1.3    6.3    8.0

男性    167     63     64     89     54     36     47     51     29     51     47      2     13      3

  100.0   37.7   38.3   53.3   32.3   21.6   28.1   30.5   17.4   30.5   28.1    1.2    7.8    1.8

女性    255     75     93    131     85     53     84     72     48     79     83      4     13     20

  100.0   29.4   36.5   51.4   33.3   20.8   32.9   28.2   18.8   31.0   32.5    1.6    5.1    7.8

上段：実数　下段：割合

 件

数

人

権

を

守

る

た

め

の

啓

発

活

動

を

推

進

す

る

人

権

相

談

、

電

話

相

談

を

充

実

す

る

自

立

し

て

生

活

し

や

す

い

ま

ち

づ

く

り

を

推

進

す

る

就

職

機

会

を

確

保

す

る

多

世

代

や

多

国

籍

の

交

流

を

促

進

す

る

女

性

・

子

ど

も

が

被

害

者

に

な

る

犯

罪

の

取

り

締

ま

り

を

強

化

す

る

安

心

し

て

外

出

で

き

る

よ

う

に

、

建

物

の

設

備

や

公

共

交

通

機

関

を

改

善

す

る

家

庭

内

の

人

間

関

係

を

良

く

す

る

苦

情

や

相

談

を

解

決

す

る

制

度

を

充

実

す

る

高

齢

者

や

障

が

い

、

外

国

人

に

対

す

る

理

解

教

育

を

進

め

る

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    464    146    163    234    147     94    138    127     86    141    138      6     29     37

  100.0   31.5   35.1   50.4   31.7   20.3   29.7   27.4   18.5   30.4   29.7    1.3    6.3    8.0

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      5      2      6      5      1      7      6      4      5      4      1      2      -

  100.0   41.7   16.7   50.0   41.7    8.3   58.3   50.0   33.3   41.7   33.3    8.3   16.7      -

30歳代     21      7      5      9     10      8      9      6      5      7      6      3      2      -

  100.0   33.3   23.8   42.9   47.6   38.1   42.9   28.6   23.8   33.3   28.6   14.3    9.5      -

40歳代     22      6      7     14      9      8      8      9      5      6      8      -      -      -

  100.0   27.3   31.8   63.6   40.9   36.4   36.4   40.9   22.7   27.3   36.4      -      -      -

50歳代     67     18     26     33     23     17     18     13      9     24     15      -      3      3

  100.0   26.9   38.8   49.3   34.3   25.4   26.9   19.4   13.4   35.8   22.4      -    4.5    4.5

60歳代     86     29     38     49     32     25     25     21     17     30     35      -      2      -

  100.0   33.7   44.2   57.0   37.2   29.1   29.1   24.4   19.8   34.9   40.7      -    2.3      -

70歳代以上    226     75     80    114     64     33     66     68     39     63     64      2     18     21

  100.0   33.2   35.4   50.4   28.3   14.6   29.2   30.1   17.3   27.9   28.3    0.9    8.0    9.3

上段：実数　下段：割合



 

69 

外国人児童生徒への教育が保障されていない

外国語での情報提供が行われていない                  

アパート等への入居が難しい

外国の文化や伝統が理解されていない                  

その他                    

特にない                  

無回答                    
72.4%

17.9%

9.7%

知っている 知らない 無回答

１６ 同和問題（部落差別）に対する意識について 

 

 

 同和問題の認知度は、「知っている」が 72.4%、「知らない」が 17.9%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

  

問 26.あなたは、同和問題（部落差別）について知っていますか。（〇は 1 つ） 

n=464 

 件

数

知

っ

て

い

る

知

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    336     83     45

  100.0   72.4   17.9    9.7

男性    167    129     29      9

  100.0   77.2   17.4    5.4

女性    255    185     48     22

  100.0   72.5   18.8    8.6

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、「知らない」が若い年代でやや高い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

経年比較では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

  

 件

数

知

っ

て

い

る

知

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    336     83     45

  100.0   72.4   17.9    9.7

10歳代      1      -      1      -

  100.0      -  100.0      -

20歳代     12      8      3      1

  100.0   66.7   25.0    8.3

30歳代     21     12      9      -

  100.0   57.1   42.9      -

40歳代     22     17      5      -

  100.0   77.3   22.7      -

50歳代     67     53     12      2

  100.0   79.1   17.9    3.0

60歳代     86     71     11      4

  100.0   82.6   12.8    4.7

70歳代以上    226    162     40     24

  100.0   71.7   17.7   10.6

上段：実数　下段：割合

令和４年調査

n=464

平成30年調査

n=587

72.4%

71.7%

17.9%

21.6%

9.7%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 知らない 無回答
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結婚について周囲が反対する

就職・職場で不利な扱いをする

身元調査をする

住宅や生活環境を選ぶ際に調査する

差別的な言動や落書きをする

誤った偏見から交際を避ける

その他

特にない

無回答

51.2%

12.8%

31.3%

16.1%

11.6%

36.9%

2.4%

25.6%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

 

 

 

 

同和問題に関する問題は、「結婚について周囲が反対する」が 51.2%、次いで「誤った偏見から交

際を避ける」が 36.9%、「身元調査をする」が 31.3%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

  

問 26-1. 問 26 で「同和問題を知っている」と回答した人に伺います。あなたは、同和問題

（部落差別）に関し、現在どのような問題が起きていると思いますか。（あてはまるもの

すべてに〇） 

n=336 

 件

数

結

婚

に

つ

い

て

周

囲

が

反

対

す

る

就

職

・

職

場

で

不

利

な

扱

い

を

す

る

身

元

調

査

を

す

る

住

宅

や

生

活

環

境

を

選

ぶ

際

に

調

査

す

る

差

別

的

な

言

動

や

落

書

き

を

す

る

誤

っ

た

偏

見

か

ら

交

際

を

避

け

る

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    336    172     43    105     54     39    124      8     86      8

  100.0   51.2   12.8   31.3   16.1   11.6   36.9    2.4   25.6    2.4

男性    129     75     21     46     20     19     51      2     27      3

  100.0   58.1   16.3   35.7   15.5   14.7   39.5    1.6   20.9    2.3

女性    185     89     18     54     31     16     66      6     53      5

  100.0   48.1    9.7   29.2   16.8    8.6   35.7    3.2   28.6    2.7

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、「身元調査をする」が 70 歳代以上でやや高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

経年比較では、どの項目においても今回調査は増加傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフ内の「－」表記は平成 30 年調査には含まれていない選択肢。  

件

数

結

婚

に

つ

い

て

周

囲

が

反

対

す

る

就

職

・

職

場

で

不

利

な

扱

い

を

す

る

身

元

調

査

を

す

る

住

宅

や

生

活

環

境

を

選

ぶ

際

に

調

査

す

る

差

別

的

な

言

動

や

落

書

き

を

す

る

誤

っ

た

偏

見

か

ら

交

際

を

避

け

る

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全体 336 172 43 105 54 39 124 8 86 8

100 51.2 12.8 31.3 16.1 11.6 36.9 2.4 25.6 2.4

20歳代 8 5 4 3 4 5 5 - - -

100 62.5 50 37.5 50 62.5 62.5 - - -

30歳代 12 5 2 4 3 4 5 1 2 -

100 41.7 16.7 33.3 25 33.3 41.7 8.3 16.7 -

40歳代 17 6 3 4 4 4 7 1 2 1

100 35.3 17.6 23.5 23.5 23.5 41.2 5.9 11.8 5.9

50歳代 53 30 12 15 10 5 19 - 13 -

100 56.6 22.6 28.3 18.9 9.4 35.8 - 24.5 -

60歳代 71 34 6 21 13 11 28 3 18 2

100 47.9 8.5 29.6 18.3 15.5 39.4 4.2 25.4 2.8

70歳代以上 162 87 13 54 19 7 54 3 48 5

100 53.7 8 33.3 11.7 4.3 33.3 1.9 29.6 3.1

上段：実数下段：割合

結婚について周囲が反対する

就職・職場で不利な扱いをする

身元調査をする

住宅や生活環境を選ぶ際に調査する

差別的な言動や落書きをする

誤った偏見から交際を避ける
-

その他
-

特にない
-

無回答
-

51.2%

12.8%

31.3%

16.1%

11.6%

36.9%

2.4%

25.6%

2.4%

46.4%

10.4%

29.8%

14.1%

11.6%

29.9%

22.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

令和４年調査 n=336

平成30年調査 n=587
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同和問題を解決するための教育・啓発広報活動を推進する

同和問題にかかる人権相談、電話相談を充実する

同和問題について自由な意見交換ができる環境をつくる

同和地区のことや差別のことなど口に出さないで、そっとしておく

その他

特にない

無回答

38.4%

24.4%

33.9%

31.3%

5.4%

15.2%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 

 

 

 

同和問題を解決するために必要なことは、「同和問題を解決するための教育・啓発広報活動を推進

する」が 38.4%で最も高く、次いで「同和問題について自由な意見交換ができる環境をつくる」が

33.9%、「同和地区のことや差別のことなど口に出さないで、そっとしておく」が 31.3%となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

  

問 26-2. 問 26 で「同和問題を知っている」と回答した人に伺います。あなたは、同和問題

（部落差別）を解決するためには、どのようなことが必要だと思いますか。（〇は 3 つ

まで） 

n=336 

 件

数

同

和

問

題

を

解

決

す

る

た

め

の

教

育

・

啓

発

広

報

活

動

を

推

進

す

る

同

和

問

題

に

か

か

る

人

権

相

談

、

電

話

相

談

を

充

実

す

る

同

和

問

題

に

つ

い

て

自

由

な

意

見

交

換

が

で

き

る

環

境

を

つ

く

る

同

和

地

区

の

こ

と

や

差

別

の

こ

と

な

ど

口

に

出

さ

な

い

で

、

そ

っ

と

し

て

お

く

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全　体    336    129     82    114    105     18     51     11

  100.0   38.4   24.4   33.9   31.3    5.4   15.2    3.3

男性    129     57     43     47     38      6     18      1

  100.0   44.2   33.3   36.4   29.5    4.7   14.0    0.8

女性    185     65     35     63     62     12     27      9

  100.0   35.1   18.9   34.1   33.5    6.5   14.6    4.9

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、「同和地区のことや差別のことなど口に出さないで、そっとしておく」が 30 歳代、

40 歳代、70 歳代以上で高くなっている。また、「同和問題について自由な意見交換ができる環境を

つくる」でも 70 歳代以上が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

件

数

同

和

問

題

を

解

決

す

る

た

め

の

教

育

・

啓

発

広

報

活

動

を

推

進

す

る

同

和

問

題

に

か

か

る

人

権

相

談

、

電

話

相

談

を

充

実

す

る

同

和

問

題

に

つ

い

て

自

由

な

意

見

交

換

が

で

き

る

環

境

を

つ

く

る

同

和

地

区

の

こ

と

や

差

別

の

こ

と

な

ど

口

に

出

さ

な

い

で

、

そ

っ

と

し

て

お

く

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全体 336 129 82 114 105 18 51 11

100 38.4 24.4 33.9 31.3 5.4 15.2 3.3

20歳代 8 5 4 3 2 - 2 -

100 62.5 50 37.5 25 - 25 -

30歳代 12 4 1 3 6 1 2 -

100 33.3 8.3 25 50 8.3 16.7 -

40歳代 17 5 3 4 8 - 3 -

100 29.4 17.6 23.5 47.1 - 17.6 -

50歳代 53 18 11 16 13 3 9 2

100 34 20.8 30.2 24.5 5.7 17 3.8

60歳代 71 38 22 26 15 4 11 -

100 53.5 31 36.6 21.1 5.6 15.5 -

70歳代以上 162 55 39 59 59 10 20 9

100 34 24.1 36.4 36.4 6.2 12.3 5.6

上段：実数下段：割合
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【経年比較】 

経年比較では、「同和問題を解決するための教育・啓発広報活動を推進する」が今回調査で１割ほ

ど増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グラフ内の「－」表記は平成 30 年調査には含まれていない選択肢。 

  

同和問題を解決するための教育・啓発広報

活動を推進する

同和問題にかかる人権相談、電話相談を充

実する

同和問題について自由な意見交換ができる

環境をつくる

同和地区のことや差別のことなど口に出さ

ないで、そっとしておく

その他
-

特にない
-

無回答
-

38.4%

24.4%

33.9%

31.3%

5.4%

15.2%

3.3%

27.7%

19.6%

30.3%

31.6%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和４年調査 N=336

平成30年調査 N=587
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他人を誹謗中傷する表現や、差別を助長する表現など、

人権を侵害する情報を掲載する

出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること

加害少年（未成年者）の実名や顔写真等を掲載すること

ネットポルノが存在すること

知らないうちに個人情報などが流出していること

SNS上での人権問題（誹謗中傷の書き込み、情報の流出、

不当な代金請求など）

その他

特にない

わからない

無回答

60.3%

34.1%

17.2%

18.3%

50.6%

37.3%

0.9%

3.4%

15.3%

10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１７ インターネットによる人権侵害について 

 

 

 

インターネットによる人権侵害について特に問題があると思うものは、「他人を誹謗中傷する表現

や、差別を助長する表現など、人権を侵害する情報を掲載する」が 60.3%で最も高く、次いで「知

らないうちに個人情報などが流出していること」が 50.6%、「SNS 上での人権問題（誹謗中傷の書

き込み、情報の流出、不当な代金請求など）」が 37.3%、「出会い系サイトなど犯罪を誘発する場と

なっていること」が 34.1%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 27.インターネットによる人権侵害について、特に問題があると思うのはどのようなことで

すか。（あてはまるものすべてに〇） 

n=464 
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男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢別では、「知らないうちに個人情報などが流出していること」が 30 歳代、40 歳代で高くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

  

 件

数

他

人

を

誹

謗

中

傷

す

る

表

現

や

、

差

別

を

助

長

す

る

表

現

な

ど

、

人

権

を

侵

害

す

る

情

報

を

掲

載

す

る

出

会

い

系

サ

イ

ト

な

ど

犯

罪

を

誘

発

す

る

場

と

な

っ

て

い

る

こ

と

加

害

少

年

（

未

成

年

者

）

の

実

名

や

顔

写

真

等

を

掲

載

す

る

こ

と

ネ

ッ

ト

ポ

ル

ノ

が

存

在

す

る

こ

と

知

ら

な

い

う

ち

に

個

人

情

報

な

ど

が

流

出

し

て

い

る

こ

と

S

N

S

 

上

で

の

人

権

問

題

（

誹

謗

中

傷

の

書

き

込

み

、

情

報

の

流

出

、

不

当

な

代

金

請

求

な

ど

）

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    280    158     80     85    235    173      4     16     71     50

  100.0   60.3   34.1   17.2   18.3   50.6   37.3    0.9    3.4   15.3   10.8

男性    167    108     58     27     25     88     63      2     10     19      9

  100.0   64.7   34.7   16.2   15.0   52.7   37.7    1.2    6.0   11.4    5.4

女性    255    156     86     47     53    132     98      2      5     46     25

  100.0   61.2   33.7   18.4   20.8   51.8   38.4    0.8    2.0   18.0    9.8

上段：実数　下段：割合

 件

数

他

人

を

誹

謗

中

傷

す

る

表

現

や

、

差

別

を

助

長

す

る

表

現

な

ど

、

人

権

を

侵

害

す

る

情

報

を

掲

載

す

る

出

会

い

系

サ

イ

ト

な

ど

犯

罪

を

誘

発

す

る

場

と

な

っ

て

い

る

こ

と

加

害

少

年

（

未

成

年

者

）

の

実

名

や

顔

写

真

等

を

掲

載

す

る

こ

と

ネ

ッ

ト

ポ

ル

ノ

が

存

在

す

る

こ

と

知

ら

な

い

う

ち

に

個

人

情

報

な

ど

が

流

出

し

て

い

る

こ

と

S

N

S

 

上

で

の

人

権

問

題

（

誹

謗

中

傷

の

書

き

込

み

、

情

報

の

流

出

、

不

当

な

代

金

請

求

な

ど

）

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    280    158     80     85    235    173      4     16     71     50

  100.0   60.3   34.1   17.2   18.3   50.6   37.3    0.9    3.4   15.3   10.8

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      9      5      2      5      7      8      -      1      1      1

  100.0   75.0   41.7   16.7   41.7   58.3   66.7      -    8.3    8.3    8.3

30歳代     21     13      4      4      3     13      8      1      1      3      -

  100.0   61.9   19.0   19.0   14.3   61.9   38.1    4.8    4.8   14.3      -

40歳代     22     14      7      4      5     16     11      -      2      1      -

  100.0   63.6   31.8   18.2   22.7   72.7   50.0      -    9.1    4.5      -

50歳代     67     48     22     11     13     46     32      1      1      6      2

  100.0   71.6   32.8   16.4   19.4   68.7   47.8    1.5    1.5    9.0    3.0

60歳代     86     69     36     16     19     51     45      2      2      9      1

  100.0   80.2   41.9   18.6   22.1   59.3   52.3    2.3    2.3   10.5    1.2

70歳代以上    226    118     75     40     36     95     63      -      8     48     31

  100.0   52.2   33.2   17.7   15.9   42.0   27.9      -    3.5   21.2   13.7

上段：実数　下段：割合
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インターネット利用者等に個人情報保護の理解

を深めるため教育・啓発広報活動を推進

インターネットによる人権侵害についての窓口

相談や電話相談などを充実する

企業等が個人情報保護法を正しく理解し、適切

な安全対策を講ずる

プロバイダ等に対し情報の停止・削除を求める

違法な情報発信者に対する監視・取締りを強化

する

その他

特にない

わからない

無回答

32.3%

25.0%

25.0%

27.8%

42.0%

0.4%

3.9%

19.4%

11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

 

 

 

インターネットによる人権侵害を解決するために必要なことは、「違法な情報発信者に対する監

視・取締りを強化する」が 42.0%で最も高く、次いで「インターネット利用者等に個人情報保護の

理解を深めるため教育・啓発広報活動を推進」が 32.3%、「プロバイダ等に対し情報の停止・削除を

求める」が 27.8%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、「プロバイダ等に対し情報の停止・削除を求める」が男性でやや高くなっている。 

 

 

 

  

問 28.インターネットによる人権侵害を解決するためには、どのようなことが必要だと思いま

すか。（〇は 3 つまで） 

n=464 

 件

数

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

利

用

者

等

に

個

人

情

報

保

護

の

理

解

を

深

め

る

た

め

教

育

・

啓

発

広

報

活

動

を

推

進

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

に

よ

る

人

権

侵

害

に

つ

い

て

の

窓

口

相

談

や

電

話

相

談

な

ど

を

充

実

す

る

企

業

等

が

個

人

情

報

保

護

法

を

正

し

く

理

解

し

、

適

切

な

安

全

対

策

を

講

ず

る

プ

ロ

バ

イ

ダ

等

に

対

し

情

報

の

停

止

・

削

除

を

求

め

る

違

法

な

情

報

発

信

者

に

対

す

る

監

視

・

取

締

り

を

強

化

す

る

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    150    116    116    129    195      2     18     90     53

  100.0   32.3   25.0   25.0   27.8   42.0    0.4    3.9   19.4   11.4

男性    167     55     42     46     58     86      -     10     21     10

  100.0   32.9   25.1   27.5   34.7   51.5      -    6.0   12.6    6.0

女性    255     88     68     64     62     94      1      7     63     28

  100.0   34.5   26.7   25.1   24.3   36.9    0.4    2.7   24.7   11.0

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、「企業等が個人情報保護法を正しく理解し、適切な安全対策を講ずる」が 40 歳代で

高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 件

数

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

利

用

者

等

に

個

人

情

報

保

護

の

理

解

を

深

め

る

た

め

教

育

・

啓

発

広

報

活

動

を

推

進

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

に

よ

る

人

権

侵

害

に

つ

い

て

の

窓

口

相

談

や

電

話

相

談

な

ど

を

充

実

す

る

企

業

等

が

個

人

情

報

保

護

法

を

正

し

く

理

解

し

、

適

切

な

安

全

対

策

を

講

ず

る

プ

ロ

バ

イ

ダ

等

に

対

し

情

報

の

停

止

・

削

除

を

求

め

る

違

法

な

情

報

発

信

者

に

対

す

る

監

視

・

取

締

り

を

強

化

す

る

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    150    116    116    129    195      2     18     90     53

  100.0   32.3   25.0   25.0   27.8   42.0    0.4    3.9   19.4   11.4

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      4      1      5      6      4      -      1      2      1

  100.0   33.3    8.3   41.7   50.0   33.3      -    8.3   16.7    8.3

30歳代     21     10      3      6      6     10      -      3      3      -

  100.0   47.6   14.3   28.6   28.6   47.6      -   14.3   14.3      -

40歳代     22     10      5     12      7      9      -      1      -      1

  100.0   45.5   22.7   54.5   31.8   40.9      -    4.5      -    4.5

50歳代     67     20     22     23     26     36      -      2      8      2

  100.0   29.9   32.8   34.3   38.8   53.7      -    3.0   11.9    3.0

60歳代     86     34     25     23     36     51      1      1     14      2

  100.0   39.5   29.1   26.7   41.9   59.3    1.2    1.2   16.3    2.3

70歳代以上    226     66     56     44     43     76      -      9     61     32

  100.0   29.2   24.8   19.5   19.0   33.6      -    4.0   27.0   14.2

上段：実数　下段：割合
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これまでと同じように、つきあい方を変えずに

つきあう

これまでと同じようにつきあいは続けるが、つ

きあい方は変える

できるだけつきあいを避けていく

つきあいをやめる

その他

無回答

44.6%

28.7%

5.2%

0.9%

8.0%

12.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１８ 刑を終えて出所した人の人権について 

 

 

 

刑を終えて出所した人とのつきあい方については、「これまでと同じように、つきあい方を変えず

につきあう」が 44.6%で最も高く、次いで「これまでと同じようにつきあいは続けるが、つきあい

方は変える」が 28.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

  

問 29.日頃から親しくしている職場の人や近所の人が、刑を終えて出所した人であることが分

かったときあなたはどうしますか。（〇は 1 つ） 

n=464 

 件

数

こ

れ

ま

で

と

同

じ

よ

う

に

、

つ

き

あ

い

方

を

変

え

ず

に

つ

き

あ

う

こ

れ

ま

で

と

同

じ

よ

う

に

つ

き

あ

い

は

続

け

る

が

、

つ

き

あ

い

方

は

変

え

る

で

き

る

だ

け

つ

き

あ

い

を

避

け

て

い

く

つ

き

あ

い

を

や

め

る

そ

の

他

無

回

答

全　体    464    207    133     24      4     37     59

  100.0   44.6   28.7    5.2    0.9    8.0   12.7

男性    167     78     51     12      3      9     14

  100.0   46.7   30.5    7.2    1.8    5.4    8.4

女性    255    114     75     10      1     26     29

  100.0   44.7   29.4    3.9    0.4   10.2   11.4

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、「これまでと同じようにつきあいは続けるが、つきあい方は変える」が 40 歳代以下

で高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

 件

数

こ

れ

ま

で

と

同

じ

よ

う

に

、

つ

き

あ

い

方

を

変

え

ず

に

つ

き

あ

う

こ

れ

ま

で

と

同

じ

よ

う

に

つ

き

あ

い

は

続

け

る

が

、

つ

き

あ

い

方

は

変

え

る

で

き

る

だ

け

つ

き

あ

い

を

避

け

て

い

く

つ

き

あ

い

を

や

め

る

そ

の

他

無

回

答

全　体    464    207    133     24      4     37     59

  100.0   44.6   28.7    5.2    0.9    8.0   12.7

10歳代      1      1      -      -      -      -      -

  100.0  100.0      -      -      -      -      -

20歳代     12      4      4      1      -      1      2

  100.0   33.3   33.3    8.3      -    8.3   16.7

30歳代     21      5      8      3      -      5      -

  100.0   23.8   38.1   14.3      -   23.8      -

40歳代     22      8     10      2      -      2      -

  100.0   36.4   45.5    9.1      -    9.1      -

50歳代     67     31     18      5      -      8      5

  100.0   46.3   26.9    7.5      -   11.9    7.5

60歳代     86     45     26      5      -      9      1

  100.0   52.3   30.2    5.8      -   10.5    1.2

70歳代以上    226    106     62      7      4     11     36

  100.0   46.9   27.4    3.1    1.8    4.9   15.9

上段：実数　下段：割合
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患者・感染者のプライバシーを守らないこと

就職や職場などで不利な扱いをされること

医療機関で治療や入院を断られること

結婚を断られたり、周囲に反対されること

差別的な言動や行動をされること

その他

無回答

54.1%

33.4%

33.0%

20.3%

44.8%

2.6%

17.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１９ 感染症患者等（エイズ、HIV、ハンセン病、その他新たな感染症等）、及び患者の家

族等の人権について 

 

 

 

感染症患者等が地域で生活する上で特に問題があると思うことは、「患者・感染者のプライバシー

を守らないこと」が 54.1%で最も高く、次いで「差別的な言動をされること」が 44.8%、「就職や

職場などで不利な扱いをされること」が 33.4%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

  

問 30.感染症患者等が地域で生活する上で、特に問題があると思うのはどのようなことです

か。（あてはまるものすべてに〇） 

n=464 

 件

数

患

者

・

感

染

者

の

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

を

守

ら

な

い

こ

と

就

職

や

職

場

な

ど

で

不

利

な

扱

い

を

さ

れ

る

こ

と 医

療

機

関

で

治

療

や

入

院

を

断

ら

れ

る

こ

と

結

婚

を

断

ら

れ

た

り

、

周

囲

に

反

対

さ

れ

る

こ

と 差

別

的

な

言

動

や

行

動

を

さ

れ

る

こ

と

そ

の

他

無

回

答

全　体    464    251    155    153     94    208     12     83

  100.0   54.1   33.4   33.0   20.3   44.8    2.6   17.9

男性    167    101     60     51     29     74      5     20

  100.0   60.5   35.9   30.5   17.4   44.3    3.0   12.0

女性    255    140     88     93     63    123      6     40

  100.0   54.9   34.5   36.5   24.7   48.2    2.4   15.7

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、「就職や職場などで不利な扱いをされること」が 40 歳代で高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 件

数

患

者

・

感

染

者

の

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

を

守

ら

な

い

こ

と

就

職

や

職

場

な

ど

で

不

利

な

扱

い

を

さ

れ

る

こ

と 医

療

機

関

で

治

療

や

入

院

を

断

ら

れ

る

こ

と

結

婚

を

断

ら

れ

た

り

、

周

囲

に

反

対

さ

れ

る

こ

と 差

別

的

な

言

動

や

行

動

を

さ

れ

る

こ

と

そ

の

他

無

回

答

全　体    464    251    155    153     94    208     12     83

  100.0   54.1   33.4   33.0   20.3   44.8    2.6   17.9

10歳代      1      1      -      -      -      -      -      -

  100.0  100.0      -      -      -      -      -      -

20歳代     12      9      4      6      4      7      -      1

  100.0   75.0   33.3   50.0   33.3   58.3      -    8.3

30歳代     21     14      8      9      7     11      2      -

  100.0   66.7   38.1   42.9   33.3   52.4    9.5      -

40歳代     22     13     12      7      4      9      -      2

  100.0   59.1   54.5   31.8   18.2   40.9      -    9.1

50歳代     67     45     23     23     14     42      1      5

  100.0   67.2   34.3   34.3   20.9   62.7    1.5    7.5

60歳代     86     54     30     32     18     40      1      8

  100.0   62.8   34.9   37.2   20.9   46.5    1.2    9.3

70歳代以上    226    109     74     71     45     92      8     47

  100.0   48.2   32.7   31.4   19.9   40.7    3.5   20.8

上段：実数　下段：割合
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プライバシーに配慮した医療体制やカウンセリング

体制を充実させる

イベント、広報などで偏見や差別をなくすための啓

発活動を推進する

感染症に関する正しい知識について義務教育で指導

する

行政、医療機関などのネットワークを強化し支援す

る

その他

特にない

わからない

無回答

56.0%

15.9%

51.9%

31.9%

0.2%

1.9%

10.1%

12.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

 

 

 

感染症患者等の人権を尊重していくために必要なことは、「プライバシーに配慮した医療体制やカ

ウンセリング体制を充実させる」が 56.0%で最も高く、次いで「感染症に関する正しい知識につい

て義務教育で指導する」が51.9%、「行政、医療機関などのネットワークを強化し支援する」が31.9%

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別では、あまり差はみられなかった。 

 

 

 

 

 

  

n=464 

問 31.感染症患者等の人権を尊重していくためには、どのようなことが、必要だと思います

か。（〇は 3 つまで） 

 件

数

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

に

配

慮

し

た

医

療

体

制

や

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

体

制

を

充

実

さ

せ

る

イ

ベ

ン

ト

、

広

報

な

ど

で

偏

見

や

差

別

を

な

く

す

た

め

の

啓

発

活

動

を

推

進

す

る

感

染

症

に

関

す

る

正

し

い

知

識

に

つ

い

て

義

務

教

育

で

指

導

す

る

行

政

、

医

療

機

関

な

ど

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

強

化

し

支

援

す

る

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    260     74    241    148      1      9     47     56

  100.0   56.0   15.9   51.9   31.9    0.2    1.9   10.1   12.1

男性    167    105     34     90     54      1      7     10     10

  100.0   62.9   20.4   53.9   32.3    0.6    4.2    6.0    6.0

女性    255    145     33    141     87      -      2     31     27

  100.0   56.9   12.9   55.3   34.1      -    0.8   12.2   10.6

上段：実数　下段：割合
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年齢別では、「感染症に関する正しい知識について義務教育で指導する」が 30 歳代から 50 歳代

で高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  

 件

数

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

に

配

慮

し

た

医

療

体

制

や

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

体

制

を

充

実

さ

せ

る

イ

ベ

ン

ト

、

広

報

な

ど

で

偏

見

や

差

別

を

な

く

す

た

め

の

啓

発

活

動

を

推

進

す

る

感

染

症

に

関

す

る

正

し

い

知

識

に

つ

い

て

義

務

教

育

で

指

導

す

る

行

政

、

医

療

機

関

な

ど

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

強

化

し

支

援

す

る

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全　体    464    260     74    241    148      1      9     47     56

  100.0   56.0   15.9   51.9   31.9    0.2    1.9   10.1   12.1

10歳代      1      -      -      -      -      -      -      1      -

  100.0      -      -      -      -      -      -  100.0      -

20歳代     12      8      4      5      4      -      -      1      1

  100.0   66.7   33.3   41.7   33.3      -      -    8.3    8.3

30歳代     21     12      2     15      6      1      2      2      -

  100.0   57.1    9.5   71.4   28.6    4.8    9.5    9.5      -

40歳代     22     13      2     15      7      -      -      -      2

  100.0   59.1    9.1   68.2   31.8      -      -      -    9.1

50歳代     67     35     10     38     24      -      1      8      2

  100.0   52.2   14.9   56.7   35.8      -    1.5   11.9    3.0

60歳代     86     59     15     55     28      -      1      7      3

  100.0   68.6   17.4   64.0   32.6      -    1.2    8.1    3.5

70歳代以上    226    125     36    107     76      -      5     28     29

  100.0   55.3   15.9   47.3   33.6      -    2.2   12.4   12.8

上段：実数　下段：割合
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２０ 人権・男女共同参画についてのご意見 

 

 

 人権施策・男女共同参画についての主な意見を記載した。 

 

・私は外国の友人が何人かいるのですが、日本は LGBT に対して拒否的な国だと認識されています。

はずかしいです。日本だけでなく外国に向けても発信して説明する義務があると思います。 

・地域、家族形態等により、また状況により変わるので男女等の差別だけでなく、現状が問題になっ

ていると思われる。家族形態も変化し絆、つながりができない。コロナ禍も大きく影響している。

差別は理解しあえるコミュニティがなければ解決しない。 

・刑を終えて出所した人が再び犯罪を引き起こすことがないように生活を保障することが大切だと思

う。男女共同参画については毎年当町でも映画会を実施したり少しずつ改善している。育休を取っ

て男性が子育てをするのは大変良いことと思う。 

・男性女性に関わらず生きにくいと感じている人はいると思います。このアンケートの選択肢に全て

当たり前のこと、やるべきことが記載されている。全て行政（国・町も）は実行するべきと思う。

アンケートを実行する以上に目に見える形で実行し、地域で反映されるようにしてください。 

・まず相手の立場でものを考える。 

・行政が把握している障がい者・一人暮らしの高齢者の自宅へ訪問。民生委員、介護士と行政職員が

出向などを行い、生きていくために必要な環境を本人の意向を考えて話し合い、少しでも明るく住

みよい自立した生活環境が持てる日常を支援できる南伊勢町を目指してほしい。相談窓口、電話窓

口に困り事や悩みが言える勇気が必要である。人権に問題があればなおのこと。待っている窓口よ

り行政から寄り添おうとする支援を考えてほしい。 

・子供の学費がかかりすぎる（学費、アパート代、教科書）→親の経済負担上がる→長時間労働→労

働者の余裕が無くなり弱者の人権が蔑ろにされる、なんで構図もあるのでは… 

・地域、周囲の思いやり、平等精神を高め、人間の人格を認め合う、認めてやることが大切である。 

 

 

  

人権施策・男女共同参画についてご意見があればご記入ください。（自由記述） 
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２１ その他自由記述 

 各設問の選択肢その他の記述の内容の一部を下記に記載した。 

 

問 6.女性の職業へのかかわり方についてあなたはどのような形が望ましいと思いますか。 

・本人の意思が尊重される形態 

・それぞれの家庭の事情に応じてで良いと思います。 

・人それぞれで自由だと思う 

・その人の特性や環境により自由に選択できるようにすべき。その選択は尊重されるべきであり、

どの選択をしても不利益を被ることが無いようにすべき。 

・人それぞれなので答えられません 

・その人の家庭の事情や職業への意欲の度合いによる 

 

 

問 8.あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性リーダーの登用が進んでいない理由は何だと

思いますか。 

・子供を産むとキャリアが止まってしまう。再開するルートが無い。 

 

 

問 10.あなたは次のような活動をしていますか。 

・地域の体操教室に参加、活動している。 

・今まで選択肢２，５等のボランティアをしてきたが、今高齢のための小さなボランティアをして

いる 

・介護施設、老人会等のボランティア 

・宗教法人関係 

 

 

問 13-1. 問 13 で「思う」または「どちらかといえば思う」と回答した人に伺います。それはどの

ような理由からですか。 

・今の国会議員・市議会議員の考え方に問題有り 

・教育が不十分 

・理解している方が少ないと思う 

・周りの人がなにが問題なのかもよくわかっていないほどの理解しかないから 

 

 

問 13-2. 問 13 で「思う」または「どちらかといえば思う」と回答した人に伺います。LGBT・性的

マイノリティの方々にとって、偏見や差別をなくし生活しやすい社会を実現するためには、どの

ような対策が必要だと思いますか。 

・同性婚や同性で暮らしていける法整備 
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・差別、偏見を無くすことは無理だと思う 

 

 

問 14.あなたは、災害時の避難所運営についてどのようなことが必要だと思いますか。 

・服薬中の人の薬を処方の相談に応じる。 

・使用者の交流の場、サロン等 

・災害時等の火急を要する対応には、原始的な思い込み(偏見)による即決即断も有用だと思う。あく

まで"普段の生活"を取り戻すための取り組みを重視し、多数派に絞った最低限の対処を完遂する

事を重視すべき 

 

 

問 16.いまの日本の社会には様々な人権問題がありますが、あなたが関心のあるものはどれですか。 

・いじめ、DV 被害 

 

 

問 20.あなたは、女性の人権が尊重されていないと感じるのはどのような行為に対してですか。 

・痴漢行為、母性の押し付け、教育の格差、男性に育児参加を妨害する全ての慣習 

 

 

問 24.あなたは、外国人の人権が尊重されていないと感じるのはどのような状況に対してですか。 

・地元の人との交流の場が無い。コミュニティが分かれている。 

・身近に居ないため状況判断がわからない 

 

 

問 25.あなたは、女性・子ども・高齢者・外国人の人権を守るためには、どのようなことが必要だと

思いますか。 

・様々なマイノリティ・弱者の声が法整備に反映される仕組みづくり。国政選挙制度の改正 

・一般の認識をかえる 

 

 

問 26-2. 問 26 で「同和問題を知っている」と回答した人に伺います。あなたは、同和問題（部落

差別）を解決するためには、どのようなことが必要だと思いますか。（ 

・若い人は気にしていない 

・今の若い人はあまり問題にしない。同じ日本人、同和問題を必要以上に強調するのは差別を強く

する。 

・そもそも同和と言う時点で差別していると思います。 
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問 27.インターネットによる人権侵害について、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 

・ネット犯罪が野放しになっている 

 

 

問 29.日頃から親しくしている職場の人や近所の人が、刑を終えて出所した人であることが分かっ

たときあなたはどうしますか。 

・犯した罪による 

・麻薬などは再犯率が高い為つきあいをやめるかもしれない 

・服役理由、その人の人となりを見て判断する 

・犯した犯罪によって付き合い方を考慮する（軽犯罪であれば付き合い方を変えないが、重犯罪で

あれば付き合いをやめる） 

 

 

問 30.感染症患者等が地域で生活する上で、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 

・スーパー等で買い物ができないのではないか、個別に生活支援 

 

 

問 31.感染症患者等の人権を尊重していくためには、どのようなことが、必要だと思いますか。 

・感染のリスクは平等に訪れる事を周知させるべき。明日は我が身だと思えばこそ、軽率な発言も

控えられるものである。 
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10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代以上

無回答

0.2%

2.6%

4.5%

4.7%

14.4%

18.5%

48.7%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

２２ あなたご自身について（回答者の属性） 

 

 

回答者の性別は、男性が 36.0%、女性が 55.0%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 歳代は 0.2%、20 歳代は 2.6%、30 歳代は 4.5%、40 歳代は 4.7%、50 歳代は 14.4%、60

歳代は 18.5%、70 歳代以上は 48.7%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 32.あなたの性別を教えてください。（〇は 1 つ） 

 

問 33.あなたの令和 4 年 11 月 1 日現在の年齢を教えてください。（〇は 1 つ） 

n=464 

36.0%

55.0%

9.0%

男性 女性 無回答

n=464 
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農林漁業者（家族従業者を含む）

企業の経営者・自営業者（家族従業者を含む）

自由業（弁護士・公認会計士・芸術家・各種師匠など）

企業・官庁・団体などに勤務（フルタイム）

企業・官庁・団体などに勤務（パート・アルバイト）

その他の職業

専業主婦・主夫（専ら家事・育児をしている方）

学生

職業についていない

無回答

8.6%

7.1%

1.5%

10.1%

7.1%

10.3%

11.9%

0.4%

34.3%

8.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

単身世帯（一人暮らし）

夫婦のみ世帯（事実婚、パートナー含む）

２世代世帯（親と子どもなど）

３世代世帯（親と子どもと孫など）

その他

無回答

14.0%

34.1%

29.5%

7.3%

7.3%

7.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

 

 

職業は職業についていないが 34.3%、専業主婦・主夫が 11.9%、企業・官庁・団体などに勤務

（フルタイム）が 10.1%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯類型は夫婦のみ世帯が 34.1%、2 世代世帯（親と子どもなど）が 29.5%、単身世帯（一人暮

らし）が 14.0%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 34.あなたのご職業を教えてください。（〇は 1 つ） 

問 35.あなたが現在生活しているご家庭の家族状況をお答えください。（〇は 1 つ） 

n=464 

n=464 
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既婚

未婚

離別

死別

無回答

59.9%

9.9%

4.3%

15.5%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

13.8%

53.5%

25.5%

1.8%

1.5%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

 

 

配偶者の有無は、既婚が 59.9%、死別が 15.5%、未婚が 9.9%となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの有無は「いる」人が 71.8%、「いない」人が 18.8 となっている。 

 

子どもの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの人数 

 

 

 

 

 

 

 

問 36.配偶者の有無（事実婚含む）を教えてください。（〇は 1 つ） 

問 37.子どもの有無（同居していないお子様を含む）についてお答えください。 

（〇は 1 つ） 

n=464 

n=464 

n=333 

71.8%

18.8%

9.5%

いる いない 無回答
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Ⅲ 参考資料 アンケート調査票 

 

「南伊勢町人権施策及び男女共同参画」 

アンケート調査ご協力のお願い 
 

令和 5 年度から 10 年間計画として今の計画を見直し、新たな一歩を進めるため「南伊

勢町人権施策基本方針」及び「男女共同参画基本計画」を策定いたします。 

そこで、人権施策や男女共同参画に関する町民皆さまの考えをお聞きし、これからの南

伊勢町の施策・啓発に役立てるため、このアンケート調査を実施することになりました。

あなたが知っていることや日常で考えていることを、ありのままご記入ください。このア

ンケートは、名前を書く必要はありません。また、皆さまの回答について目的以外に使用

することは一切ありません。お忙しいところ、誠に恐れ入りますが、ご協力をお願い申し

上げます。 

 

令和 4 年 11 月 

南伊勢町長  上村 久仁 

 

■記入にあたってのお願い■ 

【郵送回答の方法】 

◎ この調査は、宛名のご本人がお答えください。 

◎ 氏名を記入する必要はありません。 

◎ ご本人が記入できない場合は、ご家族の方が代筆されても結構です。 

◎ 答えは、記入欄の該当する番号を、指定の数だけ○で囲んでください。また、記入するも

のについては、（   ）内に記入してください。 

◎ ご記入いただいたアンケートは、なるべく 12 月 2 日（金）迄に同封の返信用封筒にてご

返送ください。（切手は不要です） 
【Web 回答の方法】 
◎ 右の二次元コードを読み取っていただくか、 

「https://src.webcas.net/form/pub/src/minamiise」を入力し、 
Web ページにアクセスしてください。 
回答の際は次のログイン ID とパスワードを入力し、ご回答ください。 

 

ログイン ID  パスワード  

※Web 調査でご回答いただいた場合は、この調査票を返送していただく必要はございません。 

 

 
【お問い合わせ先】 

南伊勢町役場（環境生活課 生活交通係） 
〒516-0194 三重県度会郡南伊勢町五ヶ所浦 3057 

電話：0599-66-1154  FAX：0599-66-2166 
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男女平等について 

 

 あなたは次にあげるＡ～Ｈの分野において男女の地位が平等になっていると思いますか
（Ａ～Ｈのそれぞれについて○は１つずつ） 

 

男性のほ
うが非常
に優遇さ
れている 

どちらか
といえば
男性のほ
うが優遇
されてい
る 

男性も女
性も平等
である 

どちらか
といえば
女性のほ
うが優遇
されてい
る 

女性のほ
うが非常
に優遇さ
れている 

わからな
い 

Ａ 家庭で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｂ 職場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｃ 学校で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｄ 地域で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｅ 風潮などで １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｆ 法律や制度で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｇ 政治の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

Ｈ 社会全体で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 「男は仕事、女は家庭」という考え方がありますが、あなたはどう思いますか。（○は
１つ） 

１．同感する（＝「男は仕事、女は家庭」という考え方に賛成） 

２．どちらかといえば同感する 

３．どちらかといえば同感しない 

４．同感しない（＝「男は仕事、女は家庭」という考え方に反対） 

５．わからない 

 

家庭生活について 

 

 あなたは男の子と女の子のしつけや教育についてどう思いますか。（○は１つ） 

１．それぞれの性に応じたしつけや教育をするのが良い 

２．区別はせず同じようにしつけや教育をするのが良い 

３．どちらともいえない 

４．わからない 
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 子育てについてあなたの意見に近いものはどれですか。（Ａ～C のそれぞれについて○は
１つずつ） 

 そう思う 
どちらか
といえば
そう思う 

どちらか
といえば
そう思わ
ない 

そう思わ
ない 

わからな
い 

Ａ 子どもが小さいうちは父親
が育児に専念した方がよい 

１ ２ ３ ４ ５ 

Ｂ 子どもが小さいうちは母親
が育児に専念した方がよい 

１ ２ ３ ４ ５ 

Ｃ 子どもの世話は両親協力し
するべきである 

１ ２ ３ ４ ５ 

 

【次の質問は現在、結婚している方にお聞きします】 

 

 あなたの家庭では次にあげるＡ～Ｅのそれぞれについて夫婦の間でそのように行ってい
ますか。（Ａ～Ｅのそれぞれについて○は１つずつ） 

 

ほ
と
ん
ど

夫
が
し
て

い
る 

ほ
と
ん
ど

妻
が
し
て

い
る 

平
等
に
分

担
し
て
い

る 夫
が
中
心

だ
が
妻
も

手
伝
う 

妻
が
中
心

だ
が
夫
も

手
伝
う 

そ
の
他 

該
当
し
な

い 

Ａ 家事 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｂ 育児 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｃ 介護 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｄ 地域の行事参加 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

Ｅ 近所との付き合い １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

職業生活について 

 

 女性の職業へのかかわり方についてあなたはどのような形がもっとも望ましいと思いま
すか（○は１つ） 

１．結婚して子どもが生まれたあとも職業を持ち続ける 

２．結婚するまでは職業を持つが、そのあとは持たない 

３．結婚して子どもができるまで職業を持つが、そのあとは持たない 

４．結婚や子育てなどで一時的にやめるが、子育ての時期が過ぎたら再び職業を持つ 

５．職業は持たない 

６．その他（                                ） 

７．わからない 
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 あなたは現代の女性は働きやすい状況にあると思いますか。（〇は１つ） 

１．そう思う 

２．そう思わない 

３．わからない 

（そう思うまたは、そう思わないを選んだ理由は何ですか） 

 

 
 あなたは、政治・経済・地域などの各分野で女性リーダーの登用が進んでいない理由は

何だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．現時点では、必要な知識や経験などを持つ女性が少ないこと 

２．女性自身がリーダーになることを希望しないこと 

３．上司・同僚・部下となる男性や顧客が女性リーダーを希望しないこと 

４．事例が少ないため、女性が自身のキャリアを思い描くことが難しいこと 

５．長時間労働の改善が十分ではないこと 

６．企業などにおいては、管理職になると広域異動が増えること 

７．保育・介護・家事などにおける夫などの家族の支援が十分ではないこと 

８．保育・介護の支援などの公的サービスが十分ではないこと 

９．その他（                                 ） 

10．特にない 

11．わからない 

 

 “ワーク・ライフ・バランス”とは、仕事や家庭生活、地域・個人の生活が自分の希望に
合い調和していることを言いますが、あなたの生活は、ワーク・ライフ・バランスがう
まくとれていると思いますか。（○は１つ） 

１．そう思う ３．どちらかといえばそう思わない 

２．どちらかといえばそう思う ４．そう思わない 

 

社会活動等について 

 

 あなたは次のような活動をしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．県や町の審議会や委員会の委員をしている 

２．自治会（区など）の活動をしている 

３．ＰＴＡ活動をしている 

４．子ども会、スポーツ少年団など青少年育成活動をしている 

５．青年団や婦人会、老人クラブなどの活動をしている 

６．ＮＰＯやボランティアなどの活動をしている 

７．防災・減災などのボランティア活動をしている 

８．その他（                                ） 

９．何も参加していない 

 
 

性の多様性について 
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 あなたは LGBT という言葉を知っていますか。（○は１つ） 

LGBT とは、レズビアン（同性を好きになる女性）、ゲイ（同性を好きになる男性）、バ
イセクシュアル（両方の性を好きになる人）、トランスジェンダー（身体と心の性が異
なる人）の頭文字をとった言葉。 

１．おおよその内容まで知っている ３．知らない 

２．聞いたことがある  

 

 あなたは今までに性的指向や性自認について悩んだことはありますか。（○は１つ） 

１．はい ２．いいえ 

 
 LGBT・性的マイノリティの方々にとって、現在の社会は偏見や差別などがあり、生活

しづらいと思いますか。（○は１つ） 

１．思う ３．どちらかといえば思わない 

２．どちらかといえば思う ４．思わない 

 
【問 13 で「１」または「２」と回答した人に伺います】 

問 13-1 それはどのような理由からですか。(あてはまるものすべてに○) 

１．いじめ（悪口、嫌がらせなど）や差別を受けるから 

２．自らが認識する性とは異なる性のふるまい（服装、言葉遣いなど）を強要されるから 

３．性別で区分された設備（トイレなど）を使いづらいから 

４．書類等で性別の記入を強要されるから 

５．家族や友人等に相談しづらい状況にあるから 

６．就職、仕事、待遇等で不利・不当な扱いを受けるから 

７．病院や福祉施設等で適切な看護や介護が受けられないから 

８．住宅を借りることが難しい場合があるから 

９．スポーツ・文化活動や地域活動に参加しづらいから 

10．病院で同性パートナーとの関係が認められず、病状を教えてもらえないから 

11．法整備が不十分であり、婚姻や相続などで不利益を受けるから 

12．行政機関などの相談・支援体制が不十分であるから 

13．その他 （                               ） 
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【問 13 で「１」または「２」と回答した人に伺います】 

問 13-2  LGBT・性的マイノリティの方々にとって、偏見や差別をなくし生活しやすい社
会を実現するためには、どのような対策が必要だと思いますか。(〇は３つまで) 

１．行政による町民への周知啓発活動の実施 

２．行政職員や小中高校などの教職員に対する研修の実施 

３．相談窓口や当事者同士が話せる場所の充実 

４．児童・生徒に対する教育の充実 

５．偏見や差別解消等を目的とする、法律や条例等の整備 

６．誰もが働きやすい職場環境づくりの取り組み 

７．その他（                               ） 

８．わからない 

 

災害時について 

 
 あなたは、災害時の避難所運営について、どのようなことが必要だと思いますか。（あ

てはまるものすべてに○） 

１．避難所の運営、運営方針の決定などにおいて、女性と男性がともに参加すること 

２．男女別トイレや洗濯干し場、授乳室、更衣室など、避難者のニーズに配慮すること 

３．生理用品や育児・介護用品などがスムーズに配布されるように体制を整えること 

４．女性は炊き出し、男性は力仕事といった固定的な性別役割分担意識の解消 

５．悩みや避難所生活上の問題を受け付ける窓口の設置 

６．性暴力等の被害を発生させないための取り組み及び被害者へのケア体制の充実 

７．LGBT・性的マイノリティへの配慮（相談窓口の設置、トランスジェンダー等も使用し
やすいトイレ・浴室等の運用、同性カップルを家族として扱うことなど）  

８．その他（                                 ） 
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人権全般に対する意識について 

 

 国民(町民)一人ひとりの人権意識は、５年前に比べて高くなっていると思いますか。（○
は１つ） 

１．高くなっている ３．どちらとも言えない 

２．低くなっている ４．わからない 

 

 

 いまの日本の社会には様々な人権問題がありますが、あなたが関心のあるものはどれで
すか。（あてはまるものすべてに○） 

１．女性の人権 

２．子どもの人権 

３．高齢者の人権 

４．障がい者の人権 

５．同和問題（部落差別） 

６．外国人の人権 

７．新たな感染症患者及び、エイズ患者・ＨＩＶ(エイズウイルス)感染者・ハンセン病患
者や家族等の人権 

新たな感染症患者とは、新型コロナウィルス感染症をはじめとする、感染症全般。 

８．刑を終えて出所した人の人権 

９．犯罪被害者の人権 

10．インターネット(パソコンや携帯電話)による人権侵害 

11．生活困窮者やホームレスの人権 

12．LGBT・性的マイノリティの人権 

13．その他(                                  ) 

14．特にない 

15．わからない 

 

 

 あなたは、日常の生活の中で、あなた自身、またはあなたの身近な人（家族・友人な
ど）の人権が侵害されたと感じたことがありますか。（○は１つ） 

１．ある ２．ない ３．わからない 
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【問 17 で「人権が侵害されたと感じたことがある」と回答された方に伺います】 

問 17-1 それはどのような内容ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．あらぬ噂をたてられたり、他人から悪口や陰口を言われた 

２．名誉・信用を傷つけられたり、侮辱された 

３．人格や尊厳を傷つけられるいやがらせ（モラル・ハラスメント等）を受けた  

４．職場での不当な待遇、いじめ・いやがらせ（パワー・ハラスメント等）を受けた 

５．人種・信条・性別の違いなどにより、不平等または不利益な扱いを受けた 

６．プライバシーの侵害を受けた 

７．インターネットを悪用し、差別的な情報を掲載された 

８．性的いやがらせ（セクシュアル・ハラスメント）を受けた 

９．夫婦間や交際相手からの暴力（身体・精神）を受けた 

10．ストーカー被害を受けた 

11．学校、地域などで仲間はずれにされた 

12．性自認、性的指向を他人に暴露された（アウティング） 

 

 もし、あなたが、ご自身の人権を侵害されたと感じた場合、まず、どのような対応をし
ますか。（○は１つ） 

１．友人・家族等の身近な人に相談する 

２．弁護士に相談する 

３．人権擁護委員、民生委員、児童委員に相談する 

４．婦人相談所等の県の機関に相談する 

５．都道府県や市町村の相談窓口に相談する 

６．警察に相談する 

７．相手に抗議する 

８．我慢する 

９．わからない 

 

 あなたは、結婚についてどのように考えますか。（○は１つ） 

１．当人同士の合意があればよく、周囲の意見に左右されるべきではない 

２．家族や周囲の人の意見も無視できないが、どちらかといえば、当人同士の合意が、 
より尊重されるべきである 

３．当人同士の合意も無視できないが、どちらかといえば、家族や周囲の人の意見が、 
より尊重されるべきである 

４．家族や周囲の人の意見が尊重されるべきである 
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さまざまな人権侵害について 

 

 あなたは、女性の人権が尊重されていないと感じるのはどのような行為に対してです
か。（あてはまるものすべてに○） 

１．職場での差別待遇（採用、昇格、賃金など） 

２．売春・買春・援助交際 

３．レイプ（強姦）など女性への性暴力 

４．夫婦間や交際相手からの暴力（身体・精神） 

５．職場や学校などにおける性的いやがらせ（セクシュアル・ハラスメント） 

６．妊婦へのいやがらせ（マタニティハラスメント） 

７．女性のヌード写真を掲載した雑誌、アダルトＤＶＤなど 

８．その他（                                 ） 

９．特にない 

 

 

 あなたは、子どもの人権が尊重されていないと感じるのはどのような状況に対してです
か。（あてはまるものすべてに○） 

１．仲間はずれや無視、身体への直接攻撃や相手が嫌がることの強制・強要 

２．いじめをしている人や、いじめられている人を見て見ぬ振りをする 

３．教師による子どもへの体罰 

４．保護者による子どもへの虐待（身体的虐待・心理的虐待・ネグレクト） 

ネグレクトとは、子どもの養育の義務を怠り、子どもの世話・食事・教育などを放棄すること。 

５．親が子どもに自分の考えを強制し、子どもの意見を尊重しない 

６．児童買春、児童ポルノ等 

７．貧困による学習等の機会が得られないこと 

８．ヤングケアラー状態になること 

ヤングケアラーとは、年齢に見合わない家事や家族の世話をし、重い負担や責任を背負っている子どものこと。 

９．その他（                                 ） 

10．特にない 
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 あなたは、高齢者の人権が尊重されていないと感じるのはどのような状況に対してです
か。（あてはまるものすべてに○） 

１．経済的な保障が十分でない 

２．働ける能力を発揮する機会が少ない 

３．施設や在宅サービスが十分でない 

４．道路の段差や、建物の段差などにより、外出に支障がある 

５．高齢者に冷たい態度をとったり、相手にしなかったりする 

６．判断能力が十分でない高齢者に、財産管理等をめぐる権利侵害がある 

７．高齢者の意見や行動を尊重しない 

８．悪徳商法や特殊詐欺などの被害者が多い 

悪徳商法とは、販売者が不当な利益を得るような、社会通念上問題のある商売方法の通称。 

特殊詐欺とは、面識のない不特定多数の人に対し、電話その他の通信手段を用いて、対面することなく被害者を

だまし、被害者に現金などを交付させたりする詐欺の一種で犯罪行為。 

９．その他（                                 ） 

10．特にない 

 

 

 あなたは、障がい者の人権が尊重されていないと感じるのはどのような状況に対してで
すか。（あてはまるものすべてに○） 

１．障がい者または障がいについての理解が十分でない 

２．就職活動や職場において不利な扱いを受ける 

３．施設や在宅サービスが十分でない 

４．知的障がい者や精神障がい者等に、財産管理等をめぐる権利侵害がある 

５．道路の段差や、建物の段差などにより、外出に支障がある 

６．スポーツ、レクリエーション、文化・芸術活動への参加機会が少ない 

７．結婚について周囲が反対する 

８．アパート等への入居が難しい 

９．その他（                                 ） 

10．特にない 
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 あなたは、外国人の人権が尊重されていないと感じるのはどのような状況に対してです
か。（あてはまるものすべてに○） 

１．相談できる場所が少ない 

２．就職活動や職場において不利な扱いを受ける 

３．外国人児童生徒への教育が保障されていない 

４．外国語での情報提供が行われていない 

５．アパート等への入居が難しい 

６．外国の文化や伝統が理解されていない 

７．その他（                                 ） 

８．特にない 

 

 

人権を守るための取り組みについて 

 

 

 あなたは、女性・子ども・高齢者・障がい者・外国人の人権を守るためには、どのよう
なことが必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．人権を守るための啓発活動を推進する 

２．人権相談、電話相談を充実する 

３．自立して生活しやすいまちづくりを推進する 

４．就職機会を確保する 

５．多世代や多国籍の交流を促進する 

６．女性・子どもが被害者になる犯罪の取り締まりを強化する 

７．安心して外出できるように、建物の設備や公共交通機関を改善する 

８．家庭内の人間関係を良くする 

９．苦情や相談を解決する制度を充実する 

10．高齢者や障がい、外国人に対する理解教育を進める 

11．その他（                                 ） 

12．特にない 
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同和問題（部落差別）に対する意識について 

 

 あなたは、同和問題（部落差別）について知っていますか。（○は１つ） 

１．知っている  ２．知らない 

 

【問 26 で「同和問題を知っている」と回答した人に伺います】 

問 26-1 あなたは、同和問題（部落差別）に関し、現在、どのような問題が起き
ていると思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．結婚について周囲が反対する ５．差別的な言動や落書きをする 

２．就職・職場で不利な扱いをする ６．誤った偏見から交際を避ける 

３．身元調査をする ７．その他（           ） 

４．住宅や生活環境を選ぶ際に調査する ８．特にない 

 

【問 26 で「同和問題を知っている」と回答した人に伺います】 

問 26-2 あなたは、同和問題（部落差別）を解決するためには、どのようなこと
が必要だと思いますか。（○は３つまで） 

１．同和問題を解決するための教育・啓発広報活動を推進する 

２．同和問題にかかる人権相談、電話相談を充実する 

３．同和問題について自由な意見交換ができる環境をつくる 

４．同和地区のことや差別のことなど口に出さないで、そっとしておく 

５．その他 （                               ） 

６．特にない 
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インターネットによる人権侵害について 

 

 インターネットによる人権侵害について、特に問題があると思うのはどのようなことで
すか。（あてはまるものすべてに○） 

１．他人を誹謗中傷する表現や、差別を助長する表現など、人権を侵害する情報を掲載す
ること 

２．出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること 

３．加害少年（未成年者）の実名や顔写真等を掲載すること 

４．ネットポルノが存在すること 

５．知らないうちに個人情報などが流出していること 

６．SNS（ソーシャルネットワーク：LINE、インスタグラムなどのこと）上での人権問題
（誹謗中傷の書き込み、情報の流出、不当な代金請求など） 

７．その他（                                 ） 

８．特にない 

９．わからない 

 

 インターネットによる人権侵害を解決するためには、どのようなことが必要だと思いま
すか。（〇は３つまで） 

１．インターネット利用者等に対して、個人情報保護に関する理解を深めるための、教
育・啓発広報活動を推進する 

２．インターネットによる人権侵害についての窓口相談や電話相談などを充実する 

３．企業等が個人情報保護法を正しく理解し、適切な安全対策を講ずる 

４．プロバイダ等に対し情報の停止・削除を求める 

プロバイダとは、インターネットに接続するための通信手段を提供してくれる業者のこと 

５．違法な情報発信者に対する監視・取締りを強化する 

６．その他（                                 ） 

７．特にない 

８．わからない 

 

 

刑を終えて出所した人の人権について 

 

 日頃から親しくしている職場の人や近所の人が、刑を終えて出所した人であることが分
かったときあなたはどうしますか。（〇は１つ） 

１．これまでと同じように、つきあい方を変えずにつきあう 

２．これまでと同じようにつきあいは続けるが、つきあい方は変える 

３．できるだけつきあいを避けていく 

４．つきあいをやめる 

５．その他（                                 ） 
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感染症患者等（エイズ、HIV、ハンセン病、その他新たな感染症等）及び患
者の家族等の人権について 

 
 感染症患者等が地域で生活する上で、特に問題があると思うのはどのようなことです

か。（あてはまるものすべてに○） 

１．患者・感染者のプライバシーを守らないこと 

２．就職や職場などで不利な扱いをされること 

３．医療機関で治療や入院を断られること 

４．結婚を断られたり、周囲に反対されること 

５．差別的な言動や行動をされること 

６．その他（                                 ） 

 

 感染症患者等の人権を尊重していくためには、どのようなことが必要だと思いますか。
（○は３つまで） 

１．プライバシーに配慮した医療体制やカウンセリング体制を充実させる 

２．イベント、広報などで偏見や差別をなくすための啓発活動を推進する 

３．感染症に関する正しい知識について義務教育で指導する 

４．行政、医療機関などのネットワークを強化し支援する 

５．その他（                                 ） 

６．特にない 

７．わからない 

 

 

 

＊人権施策・男女共同参画についてご意見があればご記入ください。 
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あなたご自身について 

 
 あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

１．男性 ２．女性 ３．未回答 

 
 あなたの令和４年１１月１日現在の年齢をお答えください。（○は１つ） 

１．１０歳代 ２．２０歳代 ３．３０歳代 ４．４０歳代 

５．５０歳代 ６．６０歳代 ７．７０歳代以上  

 

 あなたのご職業をお答えください。（○は１つ） 

１．農林漁業者（家族従業者を含む） 

２．企業の経営者・自営業者（家族従業者を含む） 

３．自由業（弁護士・公認会計士・芸術家・各種師匠など） 

４．企業・官庁・団体などに勤務（フルタイム） 

５．企業・官庁・団体などに勤務（パート・アルバイト） 

６．その他の職業 

７．専業主婦・主夫（専ら家事・育児をしている方） 

８．学生 

９．職業についていない 

 

 あなたが現在生活しているご家庭の家族状況をお答えください。（○は１つ） 

１．単身世帯（一人暮らし） ４．３世代世帯（親と子どもと孫など） 

２．夫婦のみ世帯（事実婚、パートナー含む） ５．その他（           ） 

３．２世代世帯（親と子どもなど）  

 

 配偶者の有無（事実婚含む）をお答えください。（〇は１つ） 

1.既婚 ２．未婚 ３．離別 ４．死別 

 

 子どもの有無（同居していないお子様を含む）についてお答えください。（〇は１つ） 

１．いる  （   ）人 ２．いない 

 

ご協力ありがとうございました。 

ご記入いただいた調査票は同封の返信用封筒（切手不要）にて 

１２月２日（金）までにご返送ください。 

よろしくお願いいたします。 
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